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ご
存
じ
の
よ
う
に
赤
﨑
終
身
教
授
は
、
現
・
名
古
屋
大

学
の
天
野
教
授
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ

ラ
校
の
中
村
修
二
教
授
と
と
も
に
、青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
発
明
で
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
代
に
赤
色
、
緑
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
開
発
さ

れ
、
光
の
三
原
色
の
残
る
ひ
と
つ
で
あ
る
青
色
の
開
発
に

は
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
開
発
の
難
し
さ
か
ら
多
く
の
研
究
者
が
諦
め
た
中
、

１
９
８
５
年
に
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
高
品
質
単
結
晶
を
世

界
で
初
め
て
作
り
出
し
た
の
が
、
名
古
屋
大
学
の
赤
﨑

研
究
室（
当
時
）で
し
た
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
中
村
氏
は

商
業
ベ
ー
ス
に
合
う
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
製
造
開
発
を
進
め

ま
す
。
赤
﨑
チ
ー
ム
は
１
９
８
９
年
に
世
界
初
の
青
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ
発
光
に
成
功
し
た
後
、
名
城
大
学
で
研
究
を
高

め
ま
し
た
。

　

赤
﨑
研
究
室
出
身
の
上
山
教
授
ら
は
、
自
身
の
研
究

論
文
の
中
な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
第
一

人
者
は
赤
﨑
終
身
教
授
で
あ
る
と
伝
え
続
け
、「
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
確
信
し
て
い
た
」と
か
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
師

弟
写
真（
左
11
）が
、チ
ー
ム
の
誇
り
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

世
界
を
照
ら
す

新
し
い
光

名
城
大
学

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
記
念
講
演
会

　

赤
﨑
勇
終
身
教
授
と
天
野
浩
元
名
城
大
学
教
授
の
２
０
１
４

年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
を
記
念
し
た
講
演
会
が
、
２
０
１
５

年
４
月
25
日
の
土
曜
日
に
名
城
大
学
天
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
共
通
講

義
棟
北「
名
城
ホ
ー
ル
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
池
上
彰
特
別
講

師
も
加
わ
っ
た
講
演
会
に
は
、
在
学
生
、
附
属
高
等
学
校
生
徒
な

ど
約
１
６
０
０
人
が
参
加
。「
青
色
発
光
に
魅
せ
ら
れ
て
」を
題
目

と
す
る
赤
﨑
終
身
教
授
の
講
演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
へ
は
学
部
を
超
え
た
学
生
た
ち
が
聴
講
に
来
て
い

ま
し
た
。●
農
学
部「
や
り
た
い
こ
と
に『
の
め
り
こ
む
』こ
の
言
葉

が
強
く
心
に
響
い
た
。公
務
員
試
験
が
ん
ば
り
ま
す
！
」●
経
営

学
部「
研
究
を
続
け
て
い
く
過
程
の
説
明
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

こ
ん
な
機
会
を
設
け
て
く
れ
た
大
学
に
感
謝
」●
法
学
部「
あ
の

お
二
人
に
直
接
会
え
る
な
ん
て
一
生
に
あ
る
か
な
い
か
の
出
来
事
。

『
気
が
つ
い
た
ら
研
究
者
』と
い
う
言
葉
に
惹
か
れ
た
。
興
味
の
あ

る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」●
経
済
学
部「
池
上
先
生
は
思
っ

て
い
た
よ
り
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
お
茶
目
」●
理
工
学
部
数
学
科「
正

規
の
教
員
に
１
年
で
な
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
も
う
一つ

何
か
目
標
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
悩
ん
で
い

た
が
、一つ
の
夢
に
向
か
う
こ
と
を
き
っ
ぱ
り
と
決
断
で
き
た
」

　

皆
さ
ん
、そ
れ
ぞ
れ
に
感
銘
を
受
け
た
様
子
で
、講
演
会
後
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
熱
く
語
り
合
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

Copyright © Nobel Media AB 2014 Photo: Helena Paulin-Strömberg

Copyright © Nobel Media AB 2014 Photo: Alexander Mahmoud

Copyright © Nobel Media AB 2014 Photo: Alexander Mahmoud ©® the Nobel Foundation

Copyright © Nobel Media AB 2014. Photo: Niklas Elmehed 
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﨑
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ノーベル賞授賞式までの3日間をリポート（写真右ページ）
1    2014年12月8日、スウェーデンのストックホルム大学講堂で開かれた赤﨑終身教授のノーベルレクチャー
2    講演終了後、スタンディングオべーションを送る会場を埋めつくした市民や若い研究者、学生たち
3   受賞者3人は ノーベルコンサートに出席。ベートーベンの交響曲第7番などが演奏され、ほっとできるひとときを過ごしました
4    12月9日、ノーベル博物館を子弟訪問。サインした椅子（歴代受賞者が署名するのが慣例）を掲げる赤﨑終身教授と天野教授
5    授賞式会場（ストックホルムコンサートホール）前のビルに浮かび上がった、赤﨑終身教授のプロジェクションマッピング
6    12月10日、ノーベル賞授賞式にて、カール16世グスタフ・スウェーデン国王からメダルとディプロマ（証書）を受け取る赤﨑終身教授
7   ノーベル賞授賞式。「すばらしい授賞式で、本当に感動しました」と赤﨑終身教授は喜びを語りました
8   授与されたメダルを掲げて撮影に応じる赤﨑終身教授、天野教授、中村教授
9   赤﨑終身教授は授賞式後、家族とともに市庁舎の「ブルーホール」で開催された晩さん会に出席。あらためて祝福を受けました
10 夜のストックホルム市内にて、美しく青色に輝く晩さん会場の市庁舎
11 赤﨑終身教授に随行して一緒にストックホルム入りした（後列左から）上山智教授、竹内哲也准教授、岩谷素顕准教授（写真上）

11

21

4

5

6

3

9 10

7 8
pn接合型窒化ガリウム系青色LEDの写真を見せなが
ら、発明した経緯を語る赤﨑終身教授。

青色LEDから白色光源を作る原理
を説明する池上特別講師。

赤﨑終身教授、天野教授、池上特別
講師によるパネルディスカッション。

講演を終え、在学生から感謝の花束を受け取る（左か
ら）池上特別講師、赤﨑終身教授、天野教授。

天野教授は「青色LEDも発明から社会に役立つまで約
30年かかっている。何かするには我慢も大切」と語る。

「学生からの質問コーナー」では、
事前に653件の質問が寄せられた。

感動の講演を聴き終え、「教員」になるといういう夢に
向かう希望が持てたと語る数学科4年生の皆さん。
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21
世
紀
型

自
然
災
害
リ
ス
ク

軽
減
へ
の

挑
戦

連動型巨大地震に対する土木構造物の
安全性と修復性の向上に関する研究
巨大地震が発生した時に、高架式の高速道路や長大橋梁が
壊れることなく使い続けられるかどうかが、その後の復興に
も大きく影響します。地震時の橋の揺れを制御して被害を抑
えるための装置に制震ダンパーがありますが、本センターで
は、大型実験や数値シミュレーションを通して、新素材を使っ
た高機能制震ダンパーを開発してきました。また、既存の橋
を効果的に補修・補強する方法の検討や提案も行い、実用化
を進めています。
［テーマリーダー］ 社会基盤デザイン工学科  葛 漢彬教授

大空間構造物の耐震安全性評価による
震災リスクの軽減
阪神大震災後、耐震性向上の取組が進められていますが、特
に南海トラフ地震が懸念されている現在、建築構造物の震災
リスクの軽減は、普通の建物はもちろん、避難施設やエネル
ギー関連施設も含めて重要なテーマです。本センターでは、
振動実験・調査・コンピュータシミュレーションなどにより、大
屋根構造～集合住宅・戸建住宅までを対象とした性能向上に
関する研究を実施していて、その成果は実際の構造設計にも
活用されています。
［テーマリーダー］ 建築学科  武藤 厚教授

豪雨および水災事象の発生機構と
リスク軽減方策に関する研究
近年頻発しているゲリラ豪雨に対処するため、水害の発生メ
カニズムの解明と災害リスクの軽減方策を検討しています。
まず、豪雨の地域的特徴と出現特性を地球規模の観点から
分析するとともに、レーダー情報を活用した雨の降り方や拡
がりの検討、都市河川での洪水の観測、川への流出を遅らせ
る施設の評価を行っています。また、繰り返し発生して土砂
災害を引き起こす土石流について、発生のしくみと流れ方を
調べる実験を行っています。
［テーマリーダー］ 社会基盤デザイン工学科  原田守博教授

水工学－地盤工学の連携による
沿岸域低平地の自然災害リスク軽減への挑戦
河川堤防は人の命と財産を守る最重要インフラの1つです
が、東日本大震災での甚大な被災や、昨今の豪雨時の決壊
によって、その信頼性が揺らいでいます。本センターでは、
地震による被災原因の解明をしてきましたが、その成果を
使って南海トラフ地震時の堤防の耐震についての検討も始め
ています。また、豪雨時の堤防強化を目指し、全国各地の堤
防土による実験研究を通して、安全性評価手法の見直しを国
土交通省と連携して進めています。
［テーマリーダー］ 社会基盤デザイン工学科  小高猛司教授

「中核被災者」を主体とした
被災限界からの自律再建メカニズムの解明
広域巨大災害後の急激な環境変化の中でも、自ら情報を収
集し、自ら社会的ネットワークを活用し、自ら生活や人生を再
構築する回復力を追究しています。東北の被災地に滞在し、
被災者の協働による避難所や仮設住宅運営の可能性を探っ
てきました。また、復興事業に依らず、自ら安全な土地を取
得し、早期に住宅再建を果たした被災者層に着目し、意思決
定や再建行動を明らかにしています。将来の災害に備えた
人々の回復力の向上を目指します。
［テーマリーダー］ 都市情報学部  柄谷友香教授
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名城大学 自然災害リスク軽減研究センター

Advanced Research Center for Natural Disaster Risk Reduction（NDRR） 

平成24年度、名城大学が文部科学省に提案していた「21世紀型自然災害のリスク軽減に関するプロジェクト」が
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業として採択され、その実施母体として発足しました。

http://ndrr.meijo-u.ac.jp/

心
配
さ
れ
る
地
震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
か
ら
の

ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る
た
め
に

　

古
く
か
ら
人
は
、
自
然
の
恵
み
を
享
受
し
つ
つ
、
自
然
が
も
た
ら
す
災
害
に

翻
弄
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
に
近
年
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
脅
威
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
迫
り
来
る
地
震
災
害
や
頻
発
す
る
水
害
・
土
砂
災
害
を
研

究
対
象
と
し
、
社
会
資
本
の
老
齢
化
や
被
災
者
の
自
律
再
建
な
ど
の
視
点
も
取

り
入
れ
た
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
理
工
学
部 

社
会
基
盤
デ
ザ

イ
ン
工
学
科
の
小
高
猛
司
教
授
を
セ
ン
タ
ー
代
表
と
す
る「
名
城
大
学 

自
然
災

害
リ
ス
ク
軽
減
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

社
会
に
還
元
で
き
る
研
究
を
進
め
、

継
続
的
に
研
究
成
果
を
発
信
し
続
け
る

　

セ
ン
タ
ー
で
は
主
に
、
左
ペ
ー
ジ
に
あ
る
５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
研
究
成
果
は
各
方
面
の
学
術
雑
誌
に
論
文
発
表
し
て
い
る
ほ

か
、
セ
ン
タ
ー
の
中
間
報
告
書
を
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
は
地
域
の
防
災
力
向
上
を
柱
と
す
る
連
携
・
協
力
協
定
を
名

城
大
学
と
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
が
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
セ
ン

タ
ー
の
研
究
成
果
を
地
域
防
災
に
役
立
て
る
機
会
が
益
々
増
え
て
い
ま
す
。
協

定
締
結
記
念
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
独
自
の
講
演
会

も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
や
企
業
と
連
携
し
つ
つ
、

さ
ら
な
る〝
進
化
〞を
目
指
す
セ
ン
タ
ー

　

文
部
科
学
省
の
支
援
事
業
と
し
て
の
期
間
は
平
成
24
〜
28
年
度
の
５
カ
年
で

す
が
、
積
み
重
ね
た
研
究
成
果
や
充
実
し
た
設
備
を
活
用
し
、
期
間
終
了
以
降

も
防
災
・
減
災
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
予

定
で
す
。
す
で
に
行
政
や
企
業
か
ら
の
大
規
模
実
験
依
頼
や
共
同
研
究
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
広
島
で
起
き
た
土
砂
災

害
で
現
地
調
査
も
行
っ
た
小
高
教
授
は
、
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
と
と
も
に
、
研
究
に
よ
り
一
層
の
力
を
注
い
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
今
後
も
各
テ
ー
マ
の
研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⇩
研
究
成
果
⇩
出
版
物（
研
究
成
果
報
告
書
）⇩
中
間
報
告
書 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

地盤材料試験装置／学生たちは「他大学
にもない、このように多くの高度な装置を
使った研究に参加でき、やりがいがありま
す！」と手応えを感じている様子。

木質住宅の耐震性能に関する公開実験／
３次元震動台を用いて建築物の耐震性能
を向上させる数多くの実験をしています。
一般公開実験もしています（不定期）。

実験用水路／急激な河川水位の上昇に
よって堤防が決壊する状況を再現し、どの
ように堤が崩壊していくかのメカニズムを
解明する実験などを行います。

信濃川の砂礫／国土交通省と共同で日本
全国の河川堤防に関する研究を進めてお
り、取材時は信濃川で採取してきた砂礫の
力学試験を行っている最中でした。

構造耐震実験室に整備された構造実験シ
ステム／ 6月開催予定の「ご父母のための
進路セミナー」では、大規模実験施設の一
部を見学することができます。

※



教養教育
専門教育の基礎固めとしても

より良く生きる上でも不可欠な知識と教養

教
養
教
育
の
役
割
は
、
２
〜
３
年
次
以
降
に
専
門

性
を
深
め
る
際
の
基
礎
力
を
つ
け
る
こ
と
に
加

え
、『
人
と
し
て
の
豊
か
さ
』を
育
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
研
究
に
際
し
て
、
視
点
を
変
え
る
こ
と
や

視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
研
究
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む

の
は
よ
く
あ
る
こ
と
。
ま
た
将
来
、
社
会
人
と
し

て
多
く
の
人
と
交
わ
る
上
で
も
、一
般
教
養
は
不

可
欠
で
す
。
教
養
教
育
を
通
じ
て
基
礎
を
養
う

と
共
に
、
積
極
的
に
教
員
に
質
問
す
る
な
ど
、『
学

ぶ
姿
勢
』も
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

教養教育長
中山 章宏
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代
数
学
・
解
析
学
・
幾
何
学
・
数
理
情
報
・
計
算
機
科

学
の
５
分
野
に
つ
い
て
系
統
的
に
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
数
学
を
通
し
て
養
う
論
理

的
思
考
は
様
々
な
場
面
で
役
立
つ
た
め
、
数
学
の
本

質
を
理
解
で
き
る
人
材
を
求
め
る
企
業
が
増
え
て
お

り
、教
職
以
外
の
分
野
で
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

数
学
は
広
く
て
深
い
学
問
。
本
学
の
大
学
院
に
は
、

リ
タ
イ
ア
後
に
再
び
数
学
の
研
究
を
志
す
社
会
人
学

生
も
い
ま
す
。
ご
子
息
に「
数
学
を
学
ぶ
楽
し
さ
」を

聞
く
機
会
を
設
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

大
西
教
授
自
身
の
専
門
分
野
は

代
数
学
で
あ
り
、
数
論
、
ア
ー

ベ
ル
関
数
を
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
、
発
展
性
の
あ
る
よ
り
良
い

理
論
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
研
究
室
で
は
、「
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
。

そ
こ
か
ら
新
し
い
扉
が
開
か
れ

る
」と
い
う
考
え
の
も
と
、
学
生

が
主
体
性
を
持
っ
て
選
ん
だ

テ
ー
マ
に
つ
い
て
次
々
と
質
問
を

投
げ
か
け
ま
す
。
師
弟
が
共
に

問
題
に
向
き
合
い
考
え
る
、ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
時
間
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

電気電子工学科
電気電子の基礎の学びを

幅広い分野に応用して活躍できる人材に

情報工学科
産業や社会の様々な分野で
活躍できる情報技術者を育成

数学科
世の中のあらゆる場面で求められている
数学に基づいた論理的思考力

大西良博 研究室川澄未来子 研究室中條 渉 研究室

学科長
寺西 鎮男

現
代
社
会
が
機
能
し
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ

る
情
報
工
学
。
情
報
数
学
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
情
報
処
理
技
術
の
基
礎
を
学

ん
だ
上
で「
情
報
通
信
」「
情
報
デ
バ
イ
ス
」「
情
報
処

理
」「
情
報
メ
デ
ィ
ア
」の
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
の
分
野

の
専
門
知
識
を
体
系
的
に
習
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
と
共
に
自
ら

考
え
、
行
動
す
る
力
も
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ご

家
庭
で
は
、
日
々
学
び
成
長
す
る
ご
子
弟
を
温
か
く

お
見
守
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

学科長
柳田 康幸

太
陽
光
な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
身
近
な
電
気
製
品
ま
で
、
人
と
暮
ら

し
の
た
め
に
電
気
電
子
工
学
の
応
用
が
ま
す
ま
す
重

要
な
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
電
気
電

子
の
基
礎
を
養
う
と
共
に
、
幅
広
い
視
野
を
持
ち
、

様
々
な
分
野
へ
応
用
で
き
る
能
力
を
伸
ば
し
ま
す
。

学
部
卒
業
後
は
多
様
な
分
野
に
就
職
が
可
能
で
す

が
、
社
会
で
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
仕
事
を
任
さ
れ
る

人
材
と
な
る
た
め
に
も
、
大
学
院
へ
の
進
学
も
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学科長
山中 三四郎

「
知
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
原
動
力

照
明
に
用
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
、カ
メ

ラ
の
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
を
送
受
信

機
と
し
、
産
業
用
マ
イ
コ
ン
や
Ｆ

Ｐ
Ｇ
Ａ
と
呼
ぶ
回
路
を
組
み
込
ん

だ
可
視
光
通
信
技
術
の
開
発
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
可
視
光
は

通
信
の
様
子
を
目
で
直
接
見
る

こ
と
が
で
き
安
心
で
す
。
人
体
や

電
子
機
器
に
悪
影
響
が
な
く
、
病

院
や
工
場
内
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
将
来
は
無
線
通
信
が
可
視

光
に
置
き
換
わ
る
可
能
性
も
秘

め
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
女

子
留
学
生
も
含
め
、み
な
目
を
輝

か
せ
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
可
視
光
通
信
の
シ
ス
テ
ム
開
発

人
間
の
感
性
や
ユ
ー
ザ
ビ
リ

テ
ィ（
使
い
や
す
さ
）の
計
測
・

評
価
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
製

品
の
研
究
・
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
シ

ス
テ
ム
の
開
発
ほ
か
企
業
と
の

共
同
研
究
に
学
生
も
参
加
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、コ
ス
ト

意
識
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
実
社
会
で
必
要
な
ス
キ

ル
も
高
め
ま
す
。
海
外
の
研
究

機
関
と
の
交
流
も
あ
り
、
学
生

が
自
主
的
に
英
語
学
習
に
も

取
り
組
む
な
ど
、
意
欲
と
熱
意

あ
ふ
れ
る
研
究
室
で
す
。

人
の
感
性
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り

理
工
学
部

11
学
科
の
学
び
と

教
養
教
育
の
ご
紹
介

数
学
科

情
報
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

材
料
機
能
工
学
科

応
用
化
学
科

機
械
工
学
科

交
通
機
械
工
学
科

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
科

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

環
境
創
造
学
科

建
築
学
科

名城大学理工学部学部長
加鳥 裕明

主
体
的
に
学
び
、人
間
性
豊
か
な

人
材
育
成
の
た
め
に
。

名
城
大
学
理
工
学
部
は
、
89
年
に
お
よ
ぶ
歴
史
と
伝

統
を
持
ち
ま
す
。
昨
年
は
本
学
の
赤
﨑
勇
先
生
が

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
本
学
の
研
究
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
国
内
外
に
示
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
東
京
・
関
西
圏
の
受
験
者
も
大
き
く
伸
び

て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
盛
ん
な
東
海
エ
リ
ア
で
、

さ
ら
に
は
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
べ
く
、

平
成
38
年
の
１
０
０
周
年
に
向
け
た
理
工
学
部
戦
略

プ
ラ
ン
も
立
案
・
実
行
中
で
す
。
ま
す
ま
す
進
化
し
続

け
る
名
城
大
学
理
工
学
部
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

Pickup

Pickup

Pickup



Pickup

Pickup

Pickup

Pickup
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化
学
を
主
役
と
し
た
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
生
分

解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、バ
イ
オ
燃
料
、
電
池
材
料
ほ
か

多
彩
な
製
品
を
生
み
出
し
、
環
境
問
題
の
解
決
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
、「
合
成
化
学
」「
物
質
・

材
料
化
学
」「
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
」の
３
領
域
を

設
置
し
、
化
学
に
立
脚
し
た
学
び
を
展
開
。
平
成
29

年
に
は
大
学
院
の
設
置
も
予
定
し
て
お
り
、
次
世
代

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
開
発
の
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
技
術
者
の
育
成
を
目
標

に
、
学
び
と
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

自
発
的
に
集
合
体
を
形
成
す
る

自
己
組
織
化
に
よ
っ
て
機
能
を

発
現
す
る
分
子
の
設
計
・
合
成

や
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

に
用
い
る
液
晶
な
ど
の
よ
う
に

ソ
フ
ト
マ
テ
リ
ア
ル
分
野
に
応

用
で
き
る
新
規
ポ
リ
マ
ー
材
料

の
開
拓
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
発
現
し
て
い
な
い
機
能
、

作
ら
れ
て
い
な
い
化
合
物
を
生

み
出
す
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
学

部
生
も
院
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
”自
発
的
に
“研
究

プ
ラ
ン
を
立
て
、
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

交通機械工学科
交通機械を通して、社会に貢献できる

優れた人材を育成

機械工学科
自ら考え、積極的に行動できる

創造性豊かなメカニカルエンジニアを育成

応用化学科
化学の持つ未知の可能性を拓く
創造性豊かな人材を育成

藤田典史 研究室成田浩久 研究室大藏信之 研究室

学科長
丸山 隆浩

熱
・
流
体
、
材
料
・
強
度
、
設
計
・
生
産
、
運
動
力
学
・

制
御
の
４
領
域
を
体
系
的
に
学
び
、
設
計
・
実
習
・
実

験
な
ど
充
実
し
た
実
感
教
育
で
考
え
抜
く
力
と
実
践

力
を
養
成
。
自
動
車
、航
空
宇
宙
機
器
、産
業
機
械
、

電
気
機
器
、
医
療
機
器
、
鉄
鋼
、
な
ど
の
産
業
か
ら

公
務
員
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
メ
カ

ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
し
ま
す
。
知
識
・
技
術
に

加
え
て
創
造
性
や
国
際
感
覚
も
磨
い
て
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
で
は
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

ご
子
息
の「
自
ら
考
え
る
力
」を
育
ん
で
く
だ
さ
い
。

学科長
來海 博央

交
通
機
械
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
時
代
の
要
求
に

応
え
る「
知
的
も
の
づ
く
り
」の
た
め
、ハ
ー
ド
面
・ソ

フ
ト
面
と
も
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
機
械
工
学

の
基
礎
学
力
と
応
用
技
術
を
身
に
付
け
ま
す
。
ご

承
知
の
よ
う
に
、こ
の
東
海
エ
リ
ア
は
自
動
車
や
航

空
宇
宙
産
業
に
お
い
て
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で

あ
り
、
卒
業
生
の
多
く
が
こ
う
し
た
分
野
に
就
職
し

て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
よ
り
上
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活

躍
す
る
た
め
に
も
、
大
学
院
で
の
能
力
ア
ッ
プ
も
ご

検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

学科長
前川 明寛

新
た
な
機
能
性
素
材
を
生
む
可
能
性

空
気
や
水
の
流
れ
を
考
え
る
流

体
工
学
が
専
門
分
野
。
自
動
車

や
飛
行
機
な
ど
が
移
動
す
る
と

き
、
乗
り
物
は
空
気
抵
抗
や
揚

力
を
受
け
ま
す
。
空
気
の
流
れ

は
燃
費
や
騒
音
な
ど
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
が
未
解
明
な
問

題
が
多
く
、こ
の
研
究
を
通
し

て
燃
費
軽
減
や
事
故
防
止
な
ど

に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
大
型
の
風
洞
装
置
を

用
い
て
の
実
験
で
は
学
生
同
士

で
役
割
分
担
す
る
な
ど
、チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
も
研
究
室
の

自
慢
の
ひ
と
つ
で
す
。

空
気
の
流
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

切
削
加
工
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析

と
、
生
産
技
術
の
医
療
分
野
へ
の

応
用
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
医
療
関
係
で
は
、藤
田
保
健

衛
生
大
学
と
連
携
し
て
、
医
学
実

験
に
用
い
る
ラ
ッ
ト
の
固
定
具
や

医
療
技
術
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

注
射
訓
練
用
の
疑
似
腕
製
造
、
さ

ら
に
は
手
術
室
レ
イ
ア
ウ
ト（
電

源
配
置
そ
の
他
）提
案
な
ど
、
幅

広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
よ
く
学
び
よ
く
遊
べ
」が
モ
ッ

ト
ー
と
い
う
研
究
室
。
学
生
た
ち

は
、開
発
を
通
し
て「
も
の
づ
く
り

の
面
白
味
」に
目
覚
め
て
い
ま
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
誇
り
を
育
む

材料機能工学科
エネルギーなど世界的な問題解決に向け
材料分野の技術者、研究者を養成

赤堀俊和 研究室

本
学
科
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
注
目
さ
れ
た
L
E
D

や
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
、
未
来
を
切
り
拓

く
可
能
性
に
満
ち
た
新
材
料
か
ら
、
機
能
性
材
料
、

生
体
材
料
ま
で
、
社
会
に
貢
献
す
る
幅
広
い
領
域
を

学
び
ま
す
。
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
強
化
し
、
企
業
と
の
共
同
研
究
の
機
会
に

も
恵
ま
れ
て
い
る
の
が
特
長
で
、
大
学
院
で
の
さ
ら

に
充
実
し
た
研
究
を
含
め
、
実
践
的
な
人
材
を
社
会

へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
は
、
進
学
も
ふ
ま

え
て
ご
子
息
の
将
来
の
可
能
性
を
お
支
え
く
だ
さ
い
。

学科長
上山 智

耐
食
性
に
優
れ
、
比
強
度
が
高

い
チ
タ
ン
合
金
は
、
航
空
機
材

料
な
ど
の
ほ
か
生
体
親
和
性
が

高
い
こ
と
か
ら
金
属
系
生
体
用

材
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
工
股
関
節
等
の
外
科

手
術
や
、
歯
科
で
の
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
等
に
用
い
ら
れ
る
チ
タ

ン
合
金
。
研
究
室
で
は
、
チ
タ

ン
合
金
を
用
い
た
次
世
代
の
金

属
系
生
体
材
料
を
開
発
し
、
力

学
的
特
性
の
さ
ら
な
る
改
善
を

行
っ
て
い
ま
す
。
院
生
・
学
部

生
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
、

元
気
あ
ふ
れ
る
研
究
室
で
す
。

チ
タ
ン
合
金
を
用
い
た

金
属
系
生
体
用
材
料
の
開
発
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自
然
災
害
や
少
子
高
齢
化
な
ど
諸
問
題
を
抱
え
る

地
域
社
会
を
考
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は
、
デ

ザ
イ
ン
。
本
学
科
で
は「
総
合
性
」と「
公
共
性
」を

テ
ー
マ
に
、
都
市
計
画
や
防
災
計
画
な
ど
の
ソ
フ
ト

デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
橋
や
道
路
な
ど
の
設
計
・
建
設
・
維

持
管
理
な
ど
の
ハ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
ま
で
幅
広
く
学
べ

ま
す
。
就
職
先
も
公
務
員
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
設

会
社
と
個
性
に
合
っ
た
幅
広
い
選
択
が
可
能
。
ぜ
ひ
、

実
践
力
と
知
的
体
力
を
備
え
た「
ま
ち
づ
く
り
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

構
造
工
学
を
専
門
と
し
て
お
り
、

土
木
構
造
物
の
新
し
い
耐
震
補

強
法
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
制
震
デ
バ
イ
ス
の
ひ
と
つ

で
あ
る
、ダ
ン
パ
ー
を
用
い
た
鋼

橋
の
制
震
化
に
関
す
る
研
究
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。ま
た
、こ
の

研
究
室
で
は
、大
学
間
で
強
く

美
し
い
橋
づ
く
り
を
競
い
合
う

「
ス
チ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」に
毎
年
参
加
し
て
い
ま

す
。学
生
た
ち
は
、学
ん
だ
知
識

を
生
か
し
、橋
の
設
計・製
作・組

み
立
て
を
総
合
的
に
デ
ザ
イ
ン

し
て
競
技
に
挑
み
ま
す
。

建築学科
建築家や建築技術者として必要な
基礎知識と思考力を身につける

環境創造学科
自然と工学の融合による

循環型社会の形成と推進に向けて

社会基盤デザイン工学科
社会基盤を通して

都市そして地域社会をデザイン

渡辺孝一 研究室酒巻史郎 研究室柳沢 究 研究室

学科長
松本 幸正

本
学
科
の
学
び
は「
循
環
型
社
会
の
創
造
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
い
ま
す
。
土
木
工
学
・
建
築
学
と
自

然
科
学
の
分
野
の
教
員
が
揃
い
、
入
学
時
に
進
路
希

望
を
持
っ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
人

も
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
ど
ん
欲
に
学
べ
る
環
境

で
す
。
公
務
員
、
教
員
、
建
築
関
係
ほ
か
様
々
な
業

種
へ
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。「
環
境
」は
、
学
生
に

限
ら
ず
幅
広
い
年
代
の
人
々
に
関
わ
っ
て
く
る
問

題
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
環
境
に
つ
い
て
ご
子
弟
と
話

し
合
う
時
間
を
持
ち
、
関
心
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

学科長
垣鍔 直

建
築
学
科
で
は
、
世
の
中
の
動
き
に
対
応
で
き
る
柔

軟
な
思
考
力
・
判
断
力
を
有
し
、
建
築
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
建
築
分
野
で
活
躍
す
る
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

ス
だ
け
で
な
く
構
造
力
学
や
材
料
の
理
解
な
ど
基
礎

知
識
が
必
要
で
、
そ
の
習
得
に
は
、
家
で
の
復
習
や
、

教
員
に
積
極
的
に
質
問
し
て
自
発
的
に
学
ぶ
姿
勢
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
建
築
分
野
の
進
路
は
想
像
以
上

に
多
彩
で
す
。
後
援
会
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
で
も
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

学科長
村田 賢

信
頼
性
の
高
い
耐
震
構
造
の
開
発
を
目
指
す

地
域
性
や
生
活
文
化
と
の
結
び

つ
き
、
時
代
・
時
間
と
の
関
わ
り

に
注
目
。
そ
の
建
物
が
実
際
に

ど
う
使
わ
れ
て
き
た
か
、
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
調
査
・
研
究
し
、

行
動
し
ま
す
。
柳
沢
先
生
の

リ
ー
ド
の
も
と
、
学
生
た
ち
が

積
極
的
に
行
動
す
る
研
究
室
で

す
。
実
際
に
家
づ
く
り
・
街
づ

く
り
に
取
り
組
む
実
践
的
な
動

き
を
し
て
お
り
、
今
年
度
は
犬

山
市
に
あ
る
昭
和
３０
年
代
の
建

物
の
再
活
用
と
そ
れ
に
伴
う
地

域
活
性
化
の
提
案
を
行
う
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

外
に
出
て
、
手
足
を
使
っ
て
学
ぶ

最
近
は
花
粉
よ
り
小
さ
い
P
M

２
・
５（
微
小
粒
子
状
物
質
）が

人
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
大
気

汚
染
を
は
じ
め
酸
性
雨
、
温
暖

化
や
成
層
圏
オ
ゾ
ン
破
壊
な
ど

様
々
な
大
気
環
境
問
題
が
地

球
上
で
起
き
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
大
気
中
に
存
在
す
る

種
々
の
微
量
物
質
の
物
理
的
・

化
学
的
作
用
の
結
果
で
す
。
こ

の
研
究
室
で
は
、こ
れ
ら
汚
染

物
質
が
ど
の
よ
う
に
発
生
し
、

ど
う
変
化
し
て
飛
来
す
る
か
を

調
査
・
研
究
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
な
い
大
気
中
の
微
粒
子
に
注
目

メカトロニクス工学科
基礎をきっちりと身につけ、

次代を拓くメカトロニクス技術者に

大原賢一 研究室

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
は
、
機
械
と
電
気
を
融
合
し
た

現
代
社
会
に
不
可
欠
な
技
術
。
例
え
ば
、
急
激
に
普

及
が
進
む
電
気
自
動
車
は
、
機
械
工
学
だ
け
で
は
な

く
、
電
気
や
制
御
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
に
も

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学
科
で
は
、
機
械
・
電
気
・

制
御
・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
な
ど
各
分
野
の
知
識
を

融
合
し
、
自
動
車
産
業
か
ら
医
療
分
野
ま
で
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
で
、メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
者
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
機
能
を
有
す
る
機
械
を
創
造
す

る
た
め
の
基
礎
力
を
養
成
し
ま
す
。

学科長
大道 武生

多
彩
な
技
術
を
統
合
し
て
作

り
上
げ
ら
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
。
そ

こ
に
用
い
ら
れ
る
機
能
の
一
部

を
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
応
用

で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
し
、
誰
も
が
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
ロ
ボ
ッ
ト
を
容
易
に
組
み
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
研
究
の
目
標
で
す
。
ま
た
、

顕
微
鏡
下
で
の
微
細
作
業
を

人
に
代
わ
っ
て
行
う
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
の
開
発
も
進
め
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
は
研
究
を

通
じ
て
幅
広
い
視
野
と
知
識
・

技
術
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

汎
用
性
の
高
い
ロ
ボ
ッ
ト
を
創
出

Pickup

Pickup

Pickup

Pickup
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日
本
初
放
送
は
東
京
で
、

「
ア
ー
、ア
ー
、聞
こ
え
ま
す
か
」

　

世
界
初
の
無
線
に
よ
る
音
声
放
送
が
実
現
し
た

の
は
１
９
０
０
年
。
カ
ナ
ダ
出
身
の
電
気
技
術
者
レ

ジ
ナ
ル
ド
・
フ
ェ
ッ
セ
ン
デ
ン
に
よ
る
通
信
テ
ス
ト
で

し
た
。
彼
は
１
９
０
６
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ア
メ

リ
カ
・マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
世
界
初
の
ラ
ジ
オ
番

組
を
放
送
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
２
０
年
に
ア

メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
世
界

初
の
正
式
な
公
共
放
送
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
で
の
初
放
送
は
１
９
２
５
年
３
月
22
日
。
社

団
法
人
東
京
放
送
局（
J
O
A
K
：
現
N
H
K
東
京

放
送
局
）に
よ
る
も
の
で
、
６
月
に
大
阪
、
７
月
に
は

名
古
屋
で
も
放
送
が
始
ま
り
ま
す
。
当
時
は
電
波

の
届
く
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
の
み
受
信
で
き
、
受

信
機
は
電
気
不
要
の「
探
り
式
鉱
石
受
信
機
」、つ
ま

り
鉱
石
ラ
ジ
オ
で
し
た
。
方
鉛
鉱
や
黄
鉄
鉱
な
ど

鉱
石
の
整
流
作
用
を
利
用
し
て
ア
ン
テ
ナ
か
ら
拾
っ

た
微
弱
な
電
波
を
集
め
、
イ
ヤ
フ
ォ
ン
で
聞
く
仕
組

み
で
す
。

　

１
９
２
６
年
に
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
放
送
局
を
統

合
し
た「
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
」が
設
立
さ
れ
、

日
本
中
で
ラ
ジ
オ
が
聞
け
る
よ
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
複
数
人
で

聞
け
る
高
価
な
真
空
管
ラ
ジ
オ
が
登
場
し
、
１
９
３

０
年
代
に
は
真
空
管
の
改
良
な
ど
に
よ
り
低
価
格
化

が
実
現
。
交
流
式
の
国
産
ラ
ジ
オ
が
普
及
し
ま
す
。

小
型
で
ス
マ
ー
ト
な
製
品
や
デ
ザ
イ
ン
重
視
の
ラ
ジ

オ
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
交
流
式
受
信
機
は
電
気
が
な

い
と
使
え
な
い
の
で
災
害
時
に
ラ
ジ
オ
が
聞
け
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
直
流
式
受
信
機
は
普

及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で

ラ
ジ
オ
と
向
き
合
い
、楽
し
む

　

１
９
６
０
年
代
に
入
る
と
、
半
導
体
素
子
で
あ
る

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
用
し
て
小
型
・
軽
量
・
低
消
費

電
力
化
を
実
現
し
た「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
」が

普
及
。
ラ
ジ
オ
は
一
家
に
１
台
か
ら
一
人
１
台
の
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
放
送
局
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
の
番
組
か
ら
個
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
番
組
制
作
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
深
夜

放
送
は
若
者
た
ち
か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
ま
し
た
。

　

１
９
５
９
年
の
皇
太
子
殿
下（
現
在
の
天
皇
陛
下
）

と
美
智
子
妃
の
ご
結
婚
パ
レ
ー
ド
、
１
９
６
４
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
が
普
及

す
る
と
、
ラ
ジ
オ
は
次
第
に
情
報
伝
達
や
娯
楽
の
中

心
的
な
座
を
追
わ
れ
ま
し
た
。　

　

し
か
し
ラ
ジ
オ
は
、し
っ
か
り
と
多
く
の
リ
ス
ナ
ー

の
生
活
に
根
づ
い
て
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
以
降
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
が
次
々
と
生
ま
れ
、

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
規
模
停
電
が
続
く
中
、

電
池
で
動
く
携
帯
ラ
ジ
オ
が
災
害
状
況
を
伝
え
る

重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
世
界
中
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
け
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
が
普
及
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
、
好
き
な
場
所
で
好
き
な
と
き
に
ラ
ジ

オ
放
送
を
聞
く
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生
ま

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ラ
ジ
オ
番
組
の
リ
ス
ナ
ー
が
再

び
増
え
る
傾
向
も
あ
る
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
衛
星

や
地
上
デ
ジ
タ
ル
ラ
ジ
オ
な
ど
、
多
様
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
は
今
後
も
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
、

必
要
な
情
報
や
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
送
り
続
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

娯
楽
の
中
心
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
は

や
が
て
戦
争
を
喧
伝

　

１
９
３
４
年
に
は
日
本
放
送
協
会
が
再
組
織
化
さ

れ
、
日
本
中
で
同
じ
内
容
の
放
送
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ
番
組
は
ニ
ュ
ー
ス
の
ほ
か
音

楽
や
ド
ラ
マ
、
演
芸
や
ス
ポ
ー
ツ
中
継
な
ど
の
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
ま
れ
、
人
々
に
と
っ
て
ラ
ジ
オ

は
、
娯
楽
の
中
心
的
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
１
９
４
１
年
の
太
平
洋
戦
争
開
戦
以
降
、
ラ
ジ
オ

番
組
は
徐
々
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
内
容
が
増
え
、

つ
い
に
は「
大
本
営
発
表
」を
喧
伝
す
る
た
め
の
役
割

を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

戦
後
、
占
領
軍
の
政
策
と
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
の
普

及
が
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
の
影
響
で
ラ
ジ
オ

は
市
場
で
不
足
し
て
い
た
た
め
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー

が
乱
立
し
て
ラ
ジ
オ
を
製
造
。
こ
の
中
か
ら
、
現
在

の
日
本
を
代
表
す
る
メ
ー
カ
ー
も
生
ま
れ
育
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
軍
需
産
業
や
軍
隊
で
無
線
技
術
を

習
得
し
た
技
術
者
や
理
工
系
の
学
生
な
ど
、
ア
マ

チ
ュ
ア
た
ち
が
ラ
ジ
オ
の
自
作
に
取
り
組
み
、
ラ
ジ

オ
雑
誌
な
ど
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

１
９
５
０
年
に
放
送
法
で
民
間
ラ
ジ
オ
放
送
局
の

設
置
が
可
能
と
な
る
と
、翌
年
に
中
部
日
本
放
送（
愛

知
県
）と
新
日
本
放
送（
大
阪
府
：
現
毎
日
放
送
）が
開

局
し
、
日
本
初
の
民
間
放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。

電
波
が
開
い
た
世
界
へ
の
と
び
ら

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
J
H
２
I
Y
B　

児
玉
隆
治

ラ
ジ
オ

日
本
で
初
め
て
の
ラ
ジ
オ
放
送
が

行
わ
れ
た
の
は
１
９
２
５
年
。

今
年
は
放
送
開
始
か
ら
90
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
間
、
ラ
ジ
オ
は
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
や
娯
楽
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

深
夜
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
秘
か
に
投
稿
し
た
り

部
品
を
集
め
て
ラ
ジ
オ
受
信
機
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
り…

と

人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ラ
ジ
オ
に
ま
つ
わ
る

思
い
出
を
持
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
、
ラ
ジ
オ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

よ
み
が
え
る
少
年
の
頃
の
思
い

アメリカで放送開始直後に
ウェスチングハウスが発売した
探り式鉱石ラジオ
1921年

ラジオを楽しむ少女たち
鉱石検波真空管増幅の電池式ラジオ
192８年頃

昭和天皇が玉音放送を聞いたとされる
トランスレス5球
スーパー真空管ラジオ(同型機)
1940-42年

ポケット型6石
スーパートランジスタラジオ 
1958-60年
1959年2月にグッドデザイン賞受賞

Memories of  Radio

写真提供／日本ラジオ博物館 
〒390-0811 松本市中央2-14-10  
Tel.0263-36-2515 
 http://www.japanradiomuseum.jp/

工業高校の実習で製作された
8石スーパートランジスタラジオ
市販のケースは高価だったため
弁当箱に組み込んでいる
1976年

1IC+10石FM付3バンド
スーパートランジスタラジオ
音楽に敏感な若者向け商品と位置づけた
ワールド・ボーイ・カスタム
このシリーズは愛称に自動車のグレードを
思わせる名前をつけているのが特徴
この機種は"カスタム"を名乗っている
1969年

理
工
ロ
マ
ン
の
旅
V
O
L・3

再生検波3球真空管ラジオ
小型の砲弾型キャビネットで、
この時代を代表する形態である
1932年頃

　

休
み
の
日
に
は
、
父
が
真
空
管
式
の
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
は
、
あ
れ
こ
れ
い
じ
っ
て

い
る
よ
う
な
家
庭
で
育
っ
た
の
で
、
中
学
生
ぐ
ら
い

か
ら
真
空
管
ラ
ジ
オ
の
古
い
の
を
改
造
し
た
り
、

０
ー
V
ー
２
と
い
う
真
空
管
を
２
本
使
う
短
波
受
信

用
の
ラ
ジ
オ
の
キ
ッ
ト
を
買
っ
て
き
て
組
み
立
て
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
０
ー
V
ー
２
は
当
時
と
し
て
も

旧
式
の
ラ
ジ
オ
で
、
再
生
検
波
と
い
っ
て
ピ
ー
ッ
と

い
う
甲
高
い
音
を
立
て
な
が
ら
感
度
調
整
を
す
る

と
い
う
人
騒
が
せ
な
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
の
で
、
母
親
に

よ
く
う
る
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
外
国
の
放
送
局
の
日
本
語
放
送
を
聞
く

B
C
L
が
流
行
り
で
、
南
米
エ
ク
ア
ド
ル
の
ア
ン
デ

ス
の
声（
地
球
の
ほ
ぼ
真
裏
で
す
が
、
対
蹠
点
効
果

と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
方
向
か
ら
飛
ん
で
来
る
電
波

が
強
め
合
う
の
で
、
意
外
に
簡
単
に
受
信
で
き
る
の

で
す
）と
か
、
ラ
ジ
オ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
ワ
ラ
イ

カ
ワ
セ
ミ
の
ケ
ケ
ケ
ケ
と
い
う
声
で
始
ま
る
の
が

目
印
）、
B
B
C
や
バ
チ
カ
ン
放
送
局
な
ど
の
遠
い

局
の
受
信
に
挑
戦
し
て
航
空
便
で
レ
ポ
ー
ト
を
送
っ

て
は
、ベ
リ
カ
ー
ド
と
い
う
受
信
証
を
集
め
ま
し
た
。

B
C
L
で
聞
く
各
放
送
局
に
は
、
番
組
と
番
組
の
間

に
流
れ
る
特
有
の
短
い
音
楽
や
ア
ナ
ウ
ン
ス（
イ
ン

タ
ー
バ
ル
シ
グ
ナ
ル
）が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
受
信
の
目

印
で
し
た（
Y
o
u
Tu
b
e
に
上
が
っ
て
い
る
の
を

今
聞
い
て
ち
ょ
っ
と
泣
き
ま
し
た
）。

　

通
信
教
育
で
勉
強
し
て
電
話
級
、
電
信
級
の
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
の
免
許（
今
の
四
級
、
三
級
）を
中
学
の

間
に
取
り（
今
は
選
択
式
で
す
が
、
当
時
は
記
述
式

試
験
で
結
構
大
変
）、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
ヤ
エ
ス
の

受
信
機（
ま
だ
真
空
管
式
）を
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
送
信
機
ま
で
は
買
っ
て
も
ら
え
ず
、
真
空
管
を

２
、３
本
使
う
７
M
H
z
帯
の
電
信
の
送
信
機
を
作

り
ま
し
た
。
当
時
の
情
報
源
は
雑
誌
が
メ
イ
ン
で
、

「
初
歩
の
ラ
ジ
オ（
初
ラ
）」や「
ラ
ジ
オ
の
製
作（
ラ

製
）」に
自
作
ガ
イ
ド
記
事
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま

し
た
。
シ
ャ
シ
ー
と
い
う
ア
ル
ミ
の
箱
に
穴
を
開
け

て
、
大
阪
・
日
本
橋
で
買
い
集
め
て
き
た
部
品
を
ね

じ
込
ん
だ
り
は
ん
だ
付
け
し
た
り
。
ア
ン
テ
ナ
は
屋

根
に
針
金
を
放
り
投
げ
た
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で

し
た
が
、
大
阪
か
ら
鳥
取
や
三
重
の
局
と
ツ
ー
ト
ン

ツ
ー
ト
ン
と
会
話
で
き
た
の
は
、
自
作
な
ら
で
は
の

嬉
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

夏
は
発
熱
で
暑
か
っ
た
け
ど（
ク
ー
ラ
ー
も
な

か
っ
た
し
）、
真
空
管
の
赤
い
光
は
今
で
も
懐
か
し
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
オ
ー
デ
ィ
オ
の
世
界
で
は
ま
だ

現
役
み
た
い
で
す
ね
。

ささやかな無線局。真ん中が市販の受信機FR-50B、
左の小さいのが自作の電信送信機（出力5W）
（写真提供／児玉隆治）

重々しい昔の無線従事者免許証
終身有効なので、
最初に取得した時のまま
（写真提供／児玉隆治）
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日本技術者教育認定機構（JABEE）は、
技術者教育の振興、国際的に通用する技術者の育成を目的として設立されました。
当法人は、第三者機関として、大学等の高等教育機関で実施されている技術者を育成する教育プログラムが
社会の要求水準を満たしているかを国際的な認定基準に基づいて認定します。

JABEE認定プログラムは、技術士への近道です。
難関の技術士第一次試験が免除されます。

名城大学のJABEE認定プログラム

名城大学技術士会
（名城大学は、中部地区で最初に大学技術士会を設立した大学です！）

技術士とは、文部科学省の登録を受けた国家資格で、技術士の名称を用いて、
科学技術の高度な専門応用能力を必要とする事項について、計画・研究・設
計・分析・試験・評価、またはこれらに関する指導業務を行うものを言います。

Q 「技術士」とは、何ですか？

A 科学技術の高度な専門応用能力を持つコンサルタント

技術に関する研究・開発・設計・評価の指導や相談、製品の品質や製造工程
の効率改善、プロジェクト計画の策定や管理、事故の原因調査や損害査定な
どを行います。
現在、特に建設コンサルタント業務においては、技術士は必須の資格となっ
ています。（技術士資格を保有していないと官公庁などから受注することが
できません。当然、入札の参加資格もありません）

名城大学技術士会は、名城大学を卒業した技術士および第二次試験合格者、
技術士補および第一次試験合格者ならびにJABEEコースを修了したものな
ど199名（平成27年4月現在）の会員で構成されています。
本会は、名城大学の教育・研究活動に協力することにより、母校名城大学の
発展に寄与するとともに、技術士相互の交流、技術士自らの継続研鑽などを
図ることを目的に活動しています。

Q 「技術士」とは、どんな仕事ですか？

A 技術に関する相談・指導・調査など、幅広いフィールドで活躍

技術士になるための技術士第二次試験を受験するには、先に「技術士補」で
あることが必要です。
技術士第一次試験に合格することで技術士補になることができますが、合格
率をみると平成26年度における第一次試験全部門の平均合格率は61.2%、
建設部門では61.1%となっています。
JABEE認定プログラム修了生には、この技術士補の資格が申請手続きだけ
で取得できるという大きなメリットがあります。しかも、JABEE認定プログ
ラムを選択しても授業料は変わりません。つまり、JABEE認定プログラム
を修了すれば、学外での数万円の試験対策講座や受験料を支払うことなく、
技術士第一次試験を合格したことになります。

活動内容

■講演会の開催（年2回）
■技術士受験対策講座の開催
　1. 受験対策講座および個別相談会
　2. 二次試験筆記試験対策講座
　3. 二次試験口頭試験対策講座
■JABEEコース修了生および技術士補試験合格者への指導技術士の紹介
■大学技術士会連絡協議会への参加
　平成26年5月現在加入しているのは全国18大学の技術士会です。
■技術士および技術士補に関する相談等の対応

Q JABEE認定プログラムのメリットは？

A 技術士補の試験が免除となり、技術士への近道となります

■詳しくは、名城大学技術士会のHPをご覧ください！
http://meijogijyutushikai.web.fc2.com/

■JABEEや技術士（補）に関することなどは、お気軽にご相談ください。
総務広報担当副会長：森富雄  （株）アイエスシイ　Tel.052-882-1201
※事務局は名城大学理工学部事務室内にありますが、お問い合せは上記までお願いいたします。

文部科学省により毎年実施される技術
士試験ですが、平成26年度の第一次
試験全部門の平均合格率は61.2%
で、建設部門では61.1%でした。

Japan Accreditation Board for Engineering Education
JABEE認定プログラム

学科名 プログラム名

材料機能工学科 ●材料機能工学科（平成21年度認定）

応用化学科 ●（申請予定）

機械工学科 ●創造機械設計プログラム（平成16年度認定）
 　機械システム工学プログラム

交通機械工学科
 ●交通機械工学科（平成16年度認定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・3年全員、4年生は選択）

メカトロニクス工学科 ●（申請予定）

社会基礎デザイン工学科
 ●（申請予定）

 　（建設システム総合プログラムは平成17年度認定）

環境創造学科
 ●環境創造プログラム（平成21年度認定）

 　環境総合プログラム

建築学科
 ●建築学総合プログラム（平成18年度認定）

 　建築学基礎プログラム

修了者 未修了者

合格・登録登録

合格・登録

4年以上の実務経験

名城大学JABEE認定プログラム

第二次試験

技術士

技術士補

第一次試験

世
界
で
活
躍
で
き
る

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て
！
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熱
い
思
い
か
ら
進
学
先
を
決
定

　

私
が
高
校
生
の
頃
、
時
速
約
２
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行
す
る「
音
速
滑
走

体
」の
研
究
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
少
年
雑
誌
な
ど
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
私
は「
こ
の
研
究
を
す
る
小
澤
久
之
亟（
お
ざ
わ
き
ゅ
う
の
じ
ょ
う
）教

授
が
い
る
名
城
大
学
の
交
通
機
械
学
科
で
学
ぼ
う
！
」と
、
迷
う
こ
と
な
く
進
学

先
を
決
め
ま
し
た
。
現
代
の
高
校
生
た
ち
は
、
偏
差
値
を
基
準
に「
入
れ
る
大
学
」

を
選
ぶ
そ
う
で
す
が
、
本
来
は「
何
を
学
ぶ
か
」「
誰
か
ら
学
ぶ
か
」が
大
事
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

　

小
澤
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
卒
業
研
究
は
小
澤
教
授
の
指
導
の
も
と『
水
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
っ
た
滑
走
体
の
静
止
方
法
』に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。
大
学
時
代
は
理

工
系
の
知
識
と
と
も
に
文
章
力
も
養
い
ま
し
た
よ
。
構
成
を
考
え
る
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
文
章
力
が
な
い
人
は
ど
う
も
設
計
図
を
描
く
の
が
苦
手
な
よ
う
で
す
ね
。

流
れ
や
す
い
方
へ
と
流
さ
れ
な
い

　

卒
業
後
は
愛
三
工
業
に
入
社
し
、
開
発
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
大
学
で
身
に

つ
け
た
技
術
者
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
が
あ
っ
た
か
ら
、
新
人
時
代
か
ら
仕
事
で

は
役
員
ク
ラ
ス
と
も
対
等
に
渡
り
合
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
そ
れ
な
り
に
充
実
感
は

あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、「
夢
と
志
を
持
っ
て
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
」と
、
30

代
半
ば
で
日
本
テ
ク
ニ
カ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
何
事
か
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、

流
れ
や
す
い
方
へ
と
流
さ
れ
な
い
こ
と
が
大
事
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
流
さ
れ

ず
に
起
業
で
き
た
の
は
、
学
生
時
代
に
小
澤
教
授
の
真
摯
な
姿
を
間
近
で
見
て
、

「
遊
び
た
い
盛
り
の
学
生
生
活
だ
が
、
遊
ん
で
い
て
は
ダ
メ
だ
」と
自
ら
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
由
な
発
想
で
、も
の
づ
く
り

　

日
本
テ
ク
ニ
カ
で
は
、
技
術
改
良
は
行
い
ま
す
が
、
す
で
に
世
に
あ
る
製
品
と

同
じ
も
の
は
つ
く
り
ま
せ
ん
。
真
に
社
会
で
求
め
ら
れ
る
の
は
何
か
を
考
え
、
研

究
か
ら
設
計
、
解
析
、
試
作
・
実
験
、
製
造
に
携
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
員
相
互
の

意
思
疎
通
を
図
っ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
展
開
で
き
る
の
は
、
中
小
規
模
の
企
業
な
ら

で
は
で
し
ょ
う
。
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
て
自
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
自
由
な
発

想
で
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
い
う
技
術
者
と
し
て
の
醍
醐
味
を
、
ぜ
ひ
、
こ

れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

「小澤研究室での研究内容は、
工学の真髄を突いたものでした」とのこと

仕事のかたわら音楽を愛し、
オーディオ機器収集を趣味とする山田さん

山田 伸雄さん
日本テクニカ株式会社 代表取締役社長
1973年3月 名城大学理工学部 交通機械学科 卒業

夢
と
志
を
持
ち
、

知
恵
と
知
識
に
基
づ
い
た

も
の
づ
く
り
を
。

名
城
大
学
理
工
学
部         

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

OB

日本テクニカ株式会社
愛知県刈谷市井ヶ谷町下前田25-1　
事業内容／自動車部品、環境製品、省力化
機器等の開発および製造
名城大学理工学部・奥出研究室との共同研
究を行い、日本発明振興協会「発明研究奨
励金」受賞などの実績を持ち、「社会に貢献
できるものづくり」に日々取り組んでいる



さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
初
秋
の
４
日
間
、

岡
崎
で
ペ
ン
画
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
柄
澤

照
文
さ
ん
が
、
名
城
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら
ば
三
河
の
足
助
な
ど
で
ス

ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
柄
澤
さ
ん
に
声
を
か
け
て
く

る
の
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
今
回
、

久
し
ぶ
り
に
若
者
が
あ
ふ
れ
る
構
内
を
歩
き
、
学

生
た
ち
と
語
り
合
い
、
タ
ワ
ー
75
か
ら
の
眺
望
を

楽
し
み
つ
つ
ラ
ン
チ
を
し
た
り
、
と
て
も
新
鮮
な

気
分
で
ウ
キ
ウ
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
ス
ケ
ッ

チ
を
大
い
に
謳
歌
し
た
柄
澤
さ
ん
で
し
た
。

最高のお天気に恵まれた10月7日の昼休み、
たくさんの学生たちが行き来する研究実験棟
Ⅱの前でスケッチをしている柄澤さんのもと
へ、興味津々で近づいてきたのは建築学科の
原沙友美さん。様々な世界の建築にとても興
味があると話していた彼女は、しばらく柄澤さ
んとおしゃべりした後、午後の授業の建築設
備概論を受けるため去っていきました。折し
もこの日の夕方、赤﨑勇終身教授の2014年
ノーベル物理学賞受賞が発表されました ！

9月30日と翌日の10月1日は、2号館
の４階踊り場から、タワー 75を背景に
スマホを片手に緑あふれるキャンパス
を闊歩したり、お弁当を食べている学
生たちをスケッチ。秋の初めとは言え、
昼間はまだまだ汗ばむ陽気。日傘をさ
す学生もたくさんいました。しかし柄澤
さんが座っているこの場所は別天地。
そよそよと涼しい風が吹いていました。

初めて柄澤さんが名城大学を訪
れたのは平成26年9月30日。お
天気は快晴。タワー75の15階
からの展望はすばらしく、つい
この3日前の27日に噴火した御
嶽山が生々しく噴煙を上げてい
るのが見えました。眼下には広
大なキャンパスが広がり、写真
左の2号館赤丸の場所で早速ス
ケッチを始めました。

本部棟前の理工学部生の憩
いの場所で、石黒鏘二さん作
のモニュメントをスケッチする
柄澤さん。このときの絵は裏
表紙をご覧ください。

昼休みに風が心地いい木陰で
お弁当をとてもおいしそうに
食べている学生をスケッチ。
彼女たちは表紙の絵の右下あ
たりに登場しています。

平成17年4月、正門に完成した
赤﨑勇教授記念LED時計塔。

柄
澤
照
文
さ
ん
の

名
城
大
学

ス
ケ
ッ
チ
散
歩

9/30

10/1

10/210/7

タワー75の展望ラウンジで昼休みを思い思い
に過ごす学生たち。勉強に励む人、トランプに
興じる人、お弁当を広げる人、お昼寝中の人、
そんな様子を柄澤さんは楽しみながら観察。

ペン画家。昭和24年愛知県生まれ。岡崎市在住。
「塩の道」（三河～信州）や利根川流域、江戸時代の先人の足跡
を訪ねてスケッチ旅をしたり、各地の町並みや農山村風景など
を描いたりしている。著書に『実存的日々のススメ』シリーズ、
『塩の道旅日記』、画集に『晴れた日足助』『岡崎鳥瞰画十景』
『北海道江差八景』などがある。平成26年には『足助屏風を描く
展』を三州足助屋敷で開くなど新たな境地を切り開いている。

タワー75が眼前にそびえる
写真左の風景がScope42
号の表紙絵となっています。
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2号館

柄澤照文さんが描いた研究実験棟Ⅱと学生たち
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こ
ん
に
ち
は
。名
城
大
学
理
工
学
部
後
援
会
事
務
局
で
す
。

平成27年度
理工学部後援会
専門担当委員会
会長　松原 成生

委員長  吉田 誠治　　副委員長  桑田　直浩

委員　　　  野澤 雄二　 佐古 知巳　 鈴木 康男　
山村 和彦 　岡田 圭二　 伊藤 喜章　 磯村 光作
澤井 秀美 　石川 秀一　 水野 　修　 鶴田 英孝　
寺西 正明 　大島 正敬　 鈴木 宏康　 国保 久一　
逸見 英治 　近藤 昌司　 藤村 志郎　 服部 武男　
伊藤 一男　 成田 一弘　 小田原 俊二

委員長  藤田 正明　　副委員長  鶴賀 伸英

委員　　　  位田 勝彦　 木下 雅資　 鈴木 敏夫　
三浦 岳司　 服部 昌信　 堀河 浩一　 澤田 高志
石川 勝幸　 鍋井 英雄　 田口 武彦　 平児 直樹　
菊地 定昭　 伊藤 公一　 葛山 稔晃　 成田 吉男　
岡島 淳二　 山田 真裕　 河田 直英　 村上 敏章　
錦木 幸男　 高村 和治　 宮之上 昭彦

委員長  入江 一文　　副委員長  岩下 啓和

委員　　　  田中 幸浩　 松田　 広　 木下　 章　
山田 一雄　 佐藤　 宰　 山根 正義　 澤田 貴徳
長谷川 清　 佐野 錦司　 一戸 亮志　 加藤 淳一　
齊藤 久也　 中村 冬彦　 高井 清和　 寺野 真広　
小島 久直　 戸井 栄治　 加藤 広和　 金住 健一　
山下 隆宏　 若山 浩三　 市川 幸和

企画担当委員会
　　　 後援会を運営するための予算編成と
　　　 事業計画を推進する

●予算編成　●会則　●定期総会　
●地区懇談会　●フレッシュマンセミナー
●ご父母のための進路セミナー

編集担当委員会
　　　 後援会自主活動の報告
　　　 並びに学部の状況を会員に周知させる

●理工学部紹介ビデオの制作について
●後援会会報誌「Scope」の発行について
●後援会ホームページの制作について
●個人情報保護について

福利厚生担当委員会
　　　 後援会として学生に援助し得る
　　　 福利厚生事業を推進する

●学生育英救済制度実施　●災害見舞金制度実施
●学生奨励制度実施　●家庭教育支援制度実施
●学生課外活動援助

役割

役割

役割

理
工
学
部
後
援
会
長
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
平
成
２７
年
度
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
松
原

で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
援
会
会
員
ご
父
母
の
代
表
と
し
て
、
微
力
な

が
ら
今
年
１
年
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
会
で
は
専
用
の
事
務
局
も
設
置
し
、
常
勤
の
職
員
も
お
り
ま

す
の
で
、
ご
子
弟
の
み
な
ら
ず
ご
父
母
に
つ
き
ま
し
て
も
些
細
な
ご

相
談
な
ど
で
も
ぜ
ひ
後
援
会
を
利
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

後
援
会
で
は
、
１
年
生
が
入
学
さ
れ
て
す
ぐ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

セ
ミ
ナ
ー
に
始
ま
り
、
卒
業
時
に
は
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
の
援
助
や
卒

業
記
念
品
の
贈
呈
ま
で
、
後
援
会
活
動
は
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
幅

広
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
ご
父
母
に
対
し
て
は
、

地
区
懇
談
会
・
家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

も
あ
り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
き
っ
と
皆
様
と
大
学
と
の

距
離
も
縮
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

平
成
２５
年
度
か
ら
、
会
員
ご
父
母
よ
り
要
望
の
多
か
っ
た
会
員

子
弟
の
前
期
成
績
表
郵
送
を
行
っ
て
お
り
、
好
評
を
得
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
ご
子
弟
の
進
路
に
つ
い
て
は
ご
父
母
の
最
大
の
関
心

事
と
考
え
、
６
月
下
旬
に
就
職
・
大
学
院
進
学
に
つ
い
て
の
ご
父
母

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

役
員
・
委
員
と
と
も
に
後
援
会
会
員
に
と
っ
て
魅
力
的
な
後
援

会
づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

活
動

名城大学理工学部後援会
会長  松原 成生

C o n t e n t s

学
生
へ
の
支
援
第
一
主
義

あ
く
ま
で
も
学
生
へ
の
支
援
を
第
一

に
考
え
、
次
に
ご
父
母
へ
の
還
元
、

そ
の
次
に
理
工
学
部
の
教
育
・
研
究

へ
の
援
助
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

ご
父
母
と
大
学
・
学
部

と
の
パ
イ
プ
役

大
学
や
学
部
と
は
連
絡
を
密
に
し

て
、
協
調
し
、
ご
父
母
と
大
学
・
学

部
と
の
間
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

通
じ
て
ご
父
母
の
勉
学
中
の
ご
子

弟
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
こ

と
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ご
父
母
の
目
線
で
の
活
動

常
に
会
員
で
あ
る
ご
父
母
の
目
線

で
、
ま
た
ご
父
母
の
要
望
に
耳
を

傾
け
、
活
動
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
に
関
係
す
る

諸
団
体
と
の
連
携
強
化

理
工
同
窓
会
・
技
術
士
会
等
学
内

諸
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

後
援
会
活
動
の
多
角
化
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

後援会の基本姿勢1234

後援会の組織図
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マナーとは、ルールではなく思いやり。人や自然に対する敬意の念から生まれ
るものです。自己中心的にならず、相手の立場で考えて、不快と思われる行動
を取らないことがポイント。自分では「問題ない」と思っていても、相手には「マ
ナー違反」だと思われていることが、もしかしたらあるかもしれません。大学生
として、社会人として、そして家族として、親子でチェック！楽しく快適な毎日
を送るためにもあらためてこの機会に、マナーについて見直してみましょう。

人
と
対
す
る
時
に
は
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ

と
や
き
ち
ん
と
通
る
声
で
相
手
を
見
て
話
す
こ
と

も
マ
ナ
ー
の
基
本
。
学
生
生
活
を
通
し
て
、
知
識

だ
け
で
な
く
マ
ナ
ー
と
優
し
さ
も
身
に
つ
け
れ
ば
、

そ
れ
は
一
生
の
財
産
と
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
場
で
も

ス
マ
ー
ト
に
振
る
舞
え
る
大
人
と
し
て
成
長
し
た

我
が
子
を
社
会
へ
と
送
り
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

思いやりの心が
『マナー』につながる

あ
い
さ
つ
は
先
手
必
勝

　

円
滑
な
人
間
関
係
を
築
く
に
は
欠
か
せ
な
い
あ
い

さ
つ
。
大
学
で
、
会
社
で
、
そ
し
て
ご
近
所
で
も
き
ち

ん
と
習
慣
づ
け
た
い
も
の
で
す
。
会
っ
て
も
知
ら
ん

ぷ
り
は
最
低
限
の
マ
ナ
ー
の
欠
如
で
す
。

　

縁
が
あ
っ
て
同
じ
大
学
や
会
社
、
町
に
暮
ら
す
人

同
士
、
気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
し
た
い
も
の
。
相
手
の

出
方
な
ど
待
た
な
い
で
、
た
と
え
返
事
を
し
て
く
れ

な
い
人
が
い
た
と
し
て
も
臆
す
る
こ
と
な
く
、
自
分

か
ら
笑
顔
で
積
極
的
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
あ
い

さ
つ
は
先
手
必
勝
。
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と

を
続
け
て
い
れ
ば
、
周
囲
も
慣
れ
て
き
ま
す
。

公
共
の
場
で
も
気
持
ち
よ
く

　

通
勤
通
学
そ
の
他
で
、
私
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち

に
多
く
の
人
と
出
会
っ
て
い
ま
す
。「
知
ら
な
い
人
に

ど
う
思
わ
れ
て
も
構
わ
な
い
」と
い
う
の
は
、
あ
ま
り

に
も
思
い
や
り
に
欠
け
る
考
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
二
度
と
会
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
人
だ
か
ら
こ

そ
、
相
手
に
不
快
感
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
大
人
に
も
多
い「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」や
電
車
・

バ
ス
内
で
の
通
話
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
し
ゃ

べ
り
に
夢
中
に
な
り
、
横
並
び
に
広
が
っ
て
歩
く
の
は

他
の
人
の
歩
行
を
妨
げ
る
大
変
迷
惑
な
行
為
で
す
。

親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り

　

大
学
は
学
び
の
場
で
あ
り
、
人
と
の
関
係
を
通
し

て
成
長
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。『
仲
間
内
』と
い
う

感
覚
か
ら
、
つ
い
気
が
緩
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

自
分
以
外
の
人
の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
は
、い
つ

ど
ん
な
場
で
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
ね
。

　

受
講
中
の
私
語
は
慎
み
、
ス
マ
ホ
の
電
源
を
O
F
F

に
し
ま
し
ょ
う
。 

学
内
の
通
路
に
座
り
込
み
を
し
た

り
、
学
内
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
ス
マ
ホ
・
Ｐ
Ｃ
等
の
充

電
を
し
た
り
す
る
の
は
マ
ナ
ー
違
反
で
す
。
研
究
室

訪
問
時
は
ノ
ッ
ク
を
し
て
か
ら
入
室
を
し
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
固
定
電
話
で
の
応
対

　

携
帯
電
話
の
高
性
能
化
と
普
及
が
進
む
に
つ
れ
、一

般
世
帯
に
お
い
て
電
話
の
利
用
ス
タ
イ
ル
は
世
帯
単

位
か
ら
個
人
単
位
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
特
に
若
年

層
で
は
実
家
を
離
れ
一
人
暮
ら
し
を
す
る
際
に
固
定

電
話
の
契
約
を
し
な
い
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
若
者
は
固
定
電
話
が
扱
え
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
に
出
れ
ば
当
然
固
定
電
話（
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
ン
）の
応
対
が
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
固

定
電
話
は
公
的
な
象
徴
で
、
仕
事
上
の
こ
と
は
一
般
的

に
固
定
電
話
で
連
絡
を
し
ま
す
。
電
話
機
の
操
作
方

法
は
仕
事
を
す
る
上
で
最
も
基
本
的
な
事
で
す
の
で
、

入
社
し
た
ら
会
社
の
人
に
き
ち
ん
と
聞
い
て
ま
っ
さ

き
に
覚
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
顔
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
心
を
込
め
て
応

対
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、
社
内
の
人
間

に
電
話
を
取
り
次
い
で
も
ら
っ
た
際
の
第
一
声
は「
も

し
も
し
」で
は
な
く
、「
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
」「
お

電
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」。
ま
た
、
受
け
た
相

手
が
部
下
宛
だ
っ
た
時
に
は「
○
○
で
ご
ざ
い
ま
す

ね
。
い
つ
も
○
○
が
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
今
代
わ
り
ま
す
」と
言
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
話
で
使
い
が
ち
な
口
癖
も
改
め
ま
し
ょ
う
。「
〜

と
か
」「
ち
ょ
っ
と
」「
〜
の
ほ
う
」「
え
ー
っ
と
」こ
の
よ

う
な
不
必
要
な
言
葉
は
、
話
相
手
を
い
ら
だ
た
せ
る

原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

若
者
言
葉
に
気
を
つ
け
よ
う

　
「
超
○
○
」「
○
○
的
」な
ど
、
現
代
で
は
聞
き
慣
れ

た
言
葉
の
数
々
。
こ
れ
ら
の
若
者
言
葉
は
、
耳
に
す

る
と
眉
を
ひ
そ
め
る
一
方
、
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う

ち
に
口
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
大
学

生
ま
で
な
ら
許
さ
れ
て
も
、
私
た
ち
親
世
代
で
は
も

ち
ろ
ん
、
新
社
会
人
が
使
う
と
恥
ず
か
し
い
思
い
を

し
ま
す
。
こ
ん
な
言
葉
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

 

超
○
○

　
　「
超
か
っ
こ
い
い
」「
超
お
い
し
い
」

「
超
＋
形
容
詞
」で
使
わ
れ
る
若
者
言
葉
。「
超
高
層
ビ
ル
」の

よ
う
に「
超
＋
名
詞
」で
使
う
分
に
は
O
K
で
す
。「
超
＋
形
容

詞
」を
大
人
が
使
う
の
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

○
○
的

　
　「
私
的
に
は
大
丈
夫
で
す
」

　
　
「
気
持
ち
的
に
は
気
が
進
ま
な
い
」

最
近
で
は
何
で
も
物
事
を
曖
昧
に
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

「
私
的
に
は
」に
は
、
私
だ
け
で
は
な
く
後
ろ
に
あ
る
自
分
と

似
た
存
在
も
含
み
、
自
分
の
意
見
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
お
う

と
し
な
い
逃
げ
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
相
手
に
き
ち
ん

と
伝
え
る
た
め
に
は「
私
と
し
て
は
」「
気
持
ち
の
上
で
は
」な

ど
と
表
現
す
る
方
が
大
人
に
は
ふ
さ
わ
し
い
で
し
ょ
う
。

　
 

○
○
か
も

　
　「
こ
ち
ら
の
方
が
い
い
か
も
」

こ
ち
ら
も
物
事
を
曖
昧
に
し
た
い
気
持
ち
か
ら
発
生
し
た
言

葉
。「
こ
ち
ら
の
方
が
い
い
か
も
」と
は
、「
こ
ち
ら
の
方
が
い

い
」と
自
分
は
主
張
し
つ
つ
も
自
信
の
な
さ
や
責
任
を
取
り

た
く
な
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表

現
は
特
に
仕
事
の
場
で
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

て
か

　
　「
て
か
、
遊
び
に
行
か
な
い
の
？
」

相
手
の
機
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
相
手
の
言
っ
た
こ

と
を
否
定
で
き
る
便
利
な
言
葉
で
あ
る
が
、
大
人
で
あ
れ
ば

「
そ
れ
よ
り
」「
そ
う
い
え
ば
」を
使
い
ま
し
ょ
う
。

親子
で

チェック
！



新
入
生
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

セ
ミ
ナ
ー

三
河
湾
に
面
し
た
ホ
テ
ル
で

一
泊
二
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る

新
入
生
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
は
、

充
実
し
た
大
学
生
活
に
向
け
て
の

大
切
な『
初
め
の
一
歩
』と
な
り
ま
す
。
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理工学部後援会の活動

開催目的
同じテーマを議論し、
自分の考えを伝え、
相手の意見を受け入れる
協調性を養う。

共同作業を通じて
意欲をもって主体的に
勉学をするきっかけにする。

信頼できる友人関係を
形成することで大学生活への
不安を払拭する。

1

2
3

平成27年度のセミナーは4月11・12日、18・19日
に、各学科ごとに分かれて開催されました。

スケジュール
❶1日目 11：50 名城大学集合
❷12：00 セミナーⅠ
「大学生としてのマナー」
互いをよく知らない隣席同士で自己紹介し合うなど
実践的な内容で、大学生活だけでなく社会人になっ
ても役立つ言動を考える場となりました。

❸13：30 バス乗車13：45 バス出発
❹15：30 宿泊地にまもなく到着
❺15：40 割り当てられた宿泊室へ
❻❼16：10 セミナーⅡ
「コンセンサスゲーム」
❽16：50 「コンセンサスゲーム」発表
「不時着した砂漠から生還するのに必要な道具の優
先順位をつける」という設定でグループごとにディス
カッション。時間内にグループとしての順位付けを確
定し、その理由を発表しました。

❾1018：00 各部屋でくつろぎのひととき
1118：10 楽しい夕食タイム
1219：15 セミナーⅡ
「コンセンサスゲーム」模範解答
1319：45 セミナーⅢ
「グループ懇談」大学生活の目標とは？
これから本格的にスタートする大学生活において何
を目指すべきか、グループメンバーが自由にそれぞ
れの考えを出し合いました。

2日目 8：30 セミナーⅣ
意義ある大学生活を送るための目標づくり
12：00 名城大学到着・解散

セミナー前には多少の不安
がありましたが、実際に参加
してみると、学生同士お互
いに良く知り合うことができ
ました。より良い大学生活
になるよう努めていこうとい
う決意と、親への感謝の気
持ちを新たにしています。

水野 裕貴さん

●1 ●2 ●3

●10 ●9 ●8

●4

●5

●6

●7

●13

●12

●11

このセミナーは、みんなと
仲良くなれるチャンスだと
思いながら参加しました。
理工学部では少数派の女子
同士、同じ部屋で寝起きし
て絆が強まり、「名城大学に
入って良かった」と、あらた
めて思っています。

岡 由希子さん

フレッシュマンセミナーを通じて
学生同士のコミュニケーション
を取ることができ、よかったで
す。大学生活においては勉強
第一としつつ、この先、友人ネッ
トワークも積極的に広げていき
たいです。

大澤くるみさん

入学の時点から社会人としても
通用するマナーを考えたり、チー
ムでのディスカッションを通じて
人それぞれに自分とは異なる考
え方を持つのだと実感すること
ができ、とても意義あるセミナー
だと思います。

成田 智弘さん

「コンセンサスゲーム」では、学科
の仲間と仲良くなれそうな予感を
持つとともに、積極的に自分の考
えを伝えることもできました。こ
れからの大学生活では、成績優秀
者として表彰されることを目指し
て頑張りたいです。

田中拓実さん

フレッシュマンセミナーに参加して…

機械工学科新一年生の声



理
工
学
部
生
の
進
路
状
況
か
ら

現
代
の
就
職
に
つ
い
て
の
講
演
会
、

就
職
活
動
を
体
験
し
た
学
生
と
卒
業
生
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

充
実
し
た
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

進
路
・
そ
の
１ 

就
職
活
動
の
現
状
を
知
る

ご
父
母
の
た
め
の

進
路
セ
ミ
ナ
ー
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理工学部後援会の活動

「
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
」は
、
理
工
学
部
生
た
ち
を
取
り
ま
く
現
状

を
ご
説
明
し
、
大
学
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
ご
父
母
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
最
近
の
就
職

事
情
は
、
ご
父
母
の
皆
さ
ん
の
時
代
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
就
職
活
動

（
＝
就
活
）は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
現
代
。
理
工
学
部
の

学
生
た
ち
が
こ
の
時
代
に
”社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材
“と
な
り
、
卒
業
後
の

日
々
を
今
以
上
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ご
父
母
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
、
今
何
を

す
べ
き
か
を
共
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
セ
ミ
ナ
ー
開
催
目
的

就
職
活
動
の
現
状
を
知
る

大
学
院
で
学
ぶ
意
義
を
考
え
る

学
び
の
施
設
を
見
学
す
る

● 

セ
ミ
ナ
ー
開
催
日
時
・
場
所

６
月
27
日（
土
） 

13
時
〜
17
時

（
大
学
施
設
見
学
ツ
ア
ー
参
加
者
は
11
時
か
ら
）

名
城
大
学
天
白
キ
ャ
ン
パ
ス
内 

名
城
ホ
ー
ル（
N
１
０
１
）

● 

セ
ミ
ナ
ー
参
加
対
象
者

理
工
学
部
全
学
年
の
ご
父
母
の
方

名城ホール前で受付
ご子弟が日ごろ通っている大学。ご父母の皆さんに
とって、ここに足を運ぶのは新鮮な感覚でしょう。ご
夫婦でいらっしゃる姿も多くお見かけします。学科ご
とに受付を用意しており、ご子弟の所属する学科の窓
口で参加受付を済ませ、資料を受け取ります。

大学施設見学ツアー（希望者事前申込特別企画）
2013年春完成の最新の研究機能を備えた、地上4階
地下1階建ての『研究実験棟Ⅱ』などを見学し、研究内
容についての説明を受けます。その後、ふだん学生
たちが利用している学食のひとつ『名城食堂』にて、当
セミナー限定メニューをお召し上がりいただきます。

進路内定者・卒業生によるトークショー
就職先が内定した現役学生や、就職先企業で活躍中
の若い卒業生たちが登壇。それぞれの就活をふりか
えるとともに、就活中に親にしてもらって嬉しかったこ
と、言ってほしくなかったこと、就活アドバイスなどの
とても参考になる本音トークを展開します。

全体懇談・就職講演会
セミナーは全体懇談から始まり、後援会長・学部長
のあいさつ、就職指導や大学院進学についての話、
その後、現在の就職状況や企業人事に詳しい方を
迎えての就職講演会が開かれます。皆さん、メモ
を取りながら熱心に聞き入っていらっしゃいます。

学科別懇談
学科ごとに用意された懇談会場に移動。学科長
あいさつ、学科の教育方針を聞いた後、就職状
況や大学院進学についての説明を受けます。
ご父母の皆さんからの疑問・質問にお答えする
質疑応答の時間も用意されています。

理工学部生が学ぶ「研究実験棟Ⅱ」の見学風景。

希望者事前申込特別企画
● 大学施設見学ツアー
● 『名城食堂』学食無料体験
ご来場特典
● 『理工学部生の進路』進呈
知っておきたいわが子をとりまく進路事情の
今とこれからが分かる冊子を差し上げます。

参加お申込方法
●名城大学理工学部後援会ホームページ／「ご父母のた
めの進路セミナー」の受講参加申込専用フォームに必要事
項をご記入の上、送信してください。
●出席はがき／本誌に同封されている個別パンフレット
「ご父母のための進路セミナー」の受講申込はがきに必要
事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。
●開催会場へのアクセスなど、詳しくは後援会ホームペー
ジまたは個別パンフレットをご覧ください。



「
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
」で
は

学
生
の
進
路
の
ひ
と
つ
と
し
て

就
職
だ
け
で
は
な
く
大
学
院
へ
の
進
学
に
つ
い
て
も

レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。

進
学
の
意
義
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

進
路
・
そ
の
２ 

大
学
院
で
学
ぶ
意
義
を
考
え
る

ご
父
母
の
た
め
の

進
路
セ
ミ
ナ
ー
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理工学部後援会の活動

　

名
城
大
学
は
大
学
院
理
工
学
研
究
科
を
備
え
、
多
彩
な
分
野
で
最
先
端
の
研

究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
学
部
各
学
科
の
専
門
基
礎
教
育
を
基
盤
と
す
る
修
士

課
程
、
修
士
課
程
の
各
専
攻
を
基
礎
と
す
る
博
士
後
期
課
程
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、
理
工
学
部
生
の
卒
業
後
の
進
路
と

し
て
、
大
学
院
へ
の
進
学
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

　

大
学
で
の
４
年
間
を
終
え
る
と
、
企
業
に
就
職
し
て
社
会
に
出
る
の
が
一
般
的

だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
卒
業
後
の
進
路
は
、
就
職
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

特
に
理
工
系
に
お
い
て
は
、
多
く
の
学
生
が
学
部
卒
業
後
の
大
学
院
へ
の
進
学
を

考
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
名
城
大
学
理
工
学
部
の
最
近
の
デ
ー
タ
を

見
る
と
、
２
０
１
５
年
３
月
卒
業
生
で
は
、
１
１
７
６
名
中
１
９
３
名
が
大
学
院
へ

の
進
学
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

意
義
あ
る
選
択
肢

大
学
院
へ
の
進
学

「ご父母のための進路セミナー」で、大学院進学についての話に
真剣な表情で耳を傾けるご父母の皆さん。

理
工
系
学
部
生
の
大
学
院
進
学
率
は

文
系
と
比
べ
て
高
い

　

理
工
系
学
部
を
設
置
し
て
い
る
主
な
大
学
の
理
工
系
学
部
卒
業
生
は
、
高
い

水
準
で
大
学
院
へ
の
進
学
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
東
京
大
学
で
は
、
工

学
部
の
大
学
院
進
学
率
が
78
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
超
に
対
し
て
文
学
部
の
大
学
院
進

学
率
は
26
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
。
名
古
屋
大
学
工
学
部
の
大
学
院
進
学
率
は

89
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
す（※

）。
国
公
立
大
に
限
ら
ず
、
私
大
で
も
理
工
系
学
部

生
の
大
学
院
進
学
率
が
高
い
の
が
一
般
的
で
す
。

※
  

朝
日
新
聞
出
版「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
６
年
版
」 

よ
り

な
ぜ
理
工
系
学
部
生
は

大
学
院
へ
の
進
学
率
が
高
い
の
か

　

で
は
、
な
ぜ
理
工
系
学
部
生
の
大
学
院
進
学
率
が
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と

つ
に
は
、
学
生
自
身
の
純
粋
な
学
問
的
意
欲
が
あ
り
ま
す
。
学
部
で
の
学
び
は
、

専
門
領
域
と
は
い
え
、
ど
う
し
て
も
基
礎
的
な
内
容
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
興

味
を
持
っ
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
本
格
的
に
研
究
し
た
い
と
考
え
た
と
き
、
大
学
院

と
い
う
道
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
理
由
は
、
社

会
の
ニ
ー
ズ
。
企
業
が
理
工
学
分
野
に
お
い
て
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
知
識
や
技

術
を
有
す
る
人
材
を
求
め
、
大
学
院
修
了
者
を
重
用
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

大
学
院
修
了
後
は

社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
に

　

大
学
院
で
は
よ
り
深
く
研
究
テ
ー
マ
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
専
門
能
力
が
向

上
す
る
と
と
も
に
、
人
間
的
成
長
も
あ
り
ま
す
。
学
会
で
の
研
究
発
表
等
を
通

じ
て
視
野
を
広
げ
、
学
部
生
へ
の
指
導
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
指
導
力

も
身
に
つ
き
ま
す
。
修
了
後
は「
企
業
が
求
め
る
人
材
」と
し
て
研
究
職
に
就
く

な
ど
社
会
に
大
き
く
羽
ば
た
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
学
院
進
学
を
支
援
す
る

名
城
大
学
奨
学
金
制
度

　

名
城
大
学
大
学
院
で
は
、
学
業
成
績
お
よ
び
人
物
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
、

所
属
研
究
科
長
が
推
薦
す
る
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

①「
学
業
優
秀
C
奨
学
生
」…

90
名
の
学
生
に
対
し
て
年
額
一
律
30
万
円
を
給
付
。

②「
大
学
院
奨
学
生
」…

各
研
究
科
の
基
準
に
よ
り
給
付
。

そ
の
他
、
入
学
金
相
当
額
を
受
け
取
れ
る「
本
学
卒
業
等
補
助
奨
学
生
」や
、
国

の
事
業
で
あ
る「
日
本
学
生
支
援
機
構
大
学
院
奨
学
生
」な
ど
が
活
用
で
き
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
進
学
に
つ
い
て
ぜ
ひ
前
向
き
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。



学
術
・
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
の
各
分
野
で

め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
、
後
援
会
が
認
め
た
学
生
た
ち
を

表
彰
す
る
学
生
奨
励
制
度
。

平
成
26
年
度
は
42
名
・
３
団
体
が
選
ば
れ
、

２
月
24
日（
火
）に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の
健
闘
を
讃
え
る

学
生
奨
励

表
彰
式
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名城大学理工学部後援会  学生奨励制度表彰規定
1  目的　　　　　　　　この制度は、名城大学理工学部の学生で、人物・学業共に、優れた者あるいはスポーツ並びに文化活動において、大学の名声を
　　　　　　　　　　　　とくに広めた者に対し、その功績をたたえるとともに、本人をはじめ他の学生の今後の励みになることを念願して設立する。
2  適用範囲　　　　　　名城大学理工学部に在籍する学生。
3  審査方法及び機関　　理工学部長の推薦により、理工学部後援会福利厚生委員会において審議決定する。
4  審議時期　　　　　　適時
5  奨励方法　　　　　　表彰状並びに副賞（記念品）とする。
6  ① 表彰者選出基準

　② 上記区分以外で、会長若しくは学部長の推薦により、後援会福利厚生委員会が妥当と認めた者に対しても、上記区分に該当する者と同様に表彰することができる。
　③ 前項①②共、後援会費納入会員の子弟とする。
7  表彰方法　　　　　　表彰者氏名及び該当事項を公示し、後援会委員会の席上において表彰する。
8  施行期日　　　　　　昭和57年4月1日付をもって施行する。
　　　　　　　　　　　 附則　平成5年10月21日 一部改正　平成10年3月24日 一部改正　平成11年6月4日 一部改正　平成25年1月30日 一部改正　以上

区分　　　　　資格　　　　　基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間引当数

学術関係　　　個人　　　　　3・4学年に在籍する者のうち、人物・学業共に優秀な学生で各学科ごとに推薦された者。　　　　　　 1学科4名以内

スポーツ関係　個人又は団体　一、名城大学体育運動部に所属し、東海大学選手権大会又はリーグ戦等に於いて優勝したチーム。又は個人。   若干名
　　　　　　　　　　　　　　二、全国的規模における競技会に於いて3位以上に相当する賞を受けた個人又は団体。
　　　　　　　　　　　　　　三、前一・二号優勝者以外で個人賞として特別に表彰された者。
　　　　　　　　　　　　　　四、体育会運動部主将として著しく部の発展に貢献した者。但し在学中一回限りとする。

文化関係　　　個人又は団体　一、名城大学文化クラブに所属し、東海又は中部大会以上の競技会に於いて優勝した個人又は団体。　 若干名
　　　　　　　　　　　　　　二、前号以外で、全国的規模における競技会に於いて3位以上に相当する賞を受けた個人又は団体。

平成26年度 理工学部後援会学生奨励制度表彰者（学年は平成27年3月現在のもの）

スポーツ関係
● 女子駅伝部
数学科4年　髙木 綾女
　2014全日本大学女子選抜駅伝競走 4位 
数学科2年　湯澤 ほのか
　第8回東海学生女子駅伝対校選手権大会 優勝 
　2014全日本大学女子選抜駅伝競走 4位

● バーベルトレーニング部　
建築学科3年  加藤 拳叶
　第44回中部学生パワーリフティング選手権大会 83kg級 優勝

● バレーボール部
第67回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会 4位

● ライフル射撃部　
第85回中部学生ライフル射撃選手権大会10ｍARS60M団体 優勝
　建設システム工学科3年　岩田 雅大

● ラグビー部　
第65回全国地区対抗大学ラグビー大会 優勝　

● 陸上競技部　
機械システム工学科4年　渡邊 隆介
　東海学生陸上競技春季大会 男子800m 優勝

文化関係　
● エコノパワークラブ
本田宗一郎杯Honda  エコマイレッジチャレンジ2014 第34回全国大会
グループⅢ（大学・短大・高専・専門学校生クラス） 準優勝

● 将棋部
第10回富士通杯争奪全国大学対抗将棋大会 団体戦 準優勝
　建築学科4年　室田 祐希

学術関係
数学科　　　　　　　3年  坪井 優奈 　  3年  山森 陽介
　　　　　　　　　　3年  生天目 英貴   3年  冨江 文弥

情報工学科　　　　　3年  秦 元昭 　　  3年  坪井 俊也
　　　　　　　　　　3年  棚田 慎也 　  3年  新谷 友佑

電気電子工学科　　　3年  渡邊 美月 　  3年  田口 広大
　　　　　　　　　　3年  岩田 紘明 　  3年  田中 優太

材料機能工学科　　　3年  石川 茜 　     3年  佐藤 雅史
　　　　　　　　　　3年  栗崎 湧気 　  3年  清木 良麻

機械システム工学科　3年  三木 大輝 　  3年  岩本 佑太
　　　　　　　　　　3年  齋藤 瑠河 　  3年  江藤 美佐希

交通機械工学科　　　3年  三浦 諒 　     3年  蟹江 雄斗
　　　　　　　　　　3年  藤井 達士 　  3年  増田 龍太郎

建設システム工学科　3年  伊藤 理紗子   3年  山口 雄涼
　　　　　　　　　　3年  小川 和也 　  3年  金武 司　

環境創造学科　　　　3年  赤堀　拓哉    3年  肥後 直明
　　　　　　　　　　3年  小久保 綾香   3年  小屋敷 清継　

建築学科　　　　　　3年  近藤 実穂      3年  内田 慎
　　　　　　　　　　3年  伊藤 俊介      3年  伊藤 嘉奈子　

2015年3月19日、愛知県体育館にて平成26年度の卒業式が盛大に行われました。当日はあいにくの雨模様でしたが、卒業生たち
も見送る先生方も、みな晴れやかな笑顔が印象的でした。卒業のみなさんの今後のますますのご活躍を期待しています。卒業式終了
後に、就職・進学を控えた理工学部卒業生2名から、それぞれの進路選択についてお話をお聞きしましたので、ここにご紹介します。

城
大
学
の
理
工
学
部
に
進
学
し
た
の
は
、
多
彩
な
学
科
か
ら
選
択
で
き
る

か
ら
で
す
。
そ
の
中
で「
自
分
に
は
ど
の
学
科
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
か
」を

考
え
、機
械
系
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
私
は
、特
に
乗
り
物
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

最
終
的
に
交
通
機
械
工
学
科
を
選
び
ま
し
た
。

　

３
年
次
の
後
半
か
ら
就
職
を
本
格
的
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
は
自
動

車
関
連
の
会
社
へ
の
入
社
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
説
明
会
に

参
加
し
、
企
業
研
究
を
し
て
い
く
中
で
、
自
動
車
業
界
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
会
社

に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に…

。
そ
の
思
い
が
徐
々
に
強
く
な
っ
て
、
最
終
的
に
は

鉄
道
会
社
へ
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
に
際
し
て
両
親
は「
本
人
に
任
せ
る
」と
、
私
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、

陰
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
母
が
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
を
用
意
し
て
く
れ

た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
会
社
研
究
の
際
に「
福
利
厚
生
っ
て
何
だ
？
ど
こ
が
重

要
？
」な
ど
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
父
に
尋
ね
る
と
、
社
会
人
の
先
輩
と
し
て
教
え

て
く
れ
た
の
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

入
社
後
は
ま
ず
駅
員
と
し
て
勤
務
し
、
車
掌
、
運
転
士
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
予

定
。
地
元
で
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

い
頃
か
ら
空
間
に
興
味
が
あ
り
、
高
２
ぐ
ら
い
に
は
建
築
を
学
び
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
進
学
先
を
調
べ
て
い
る
際
に
生
田
京

子
准
教
授
の
作
品
に
惹
か
れ
て
、
名
城
大
学
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

　

生
田
先
生
の
も
と
で
、
名
城
大
学
新
校
友
会
館
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
や
住

宅
計
画
の
立
案
に
関
わ
っ
た
り
、
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
で
キ
ッ
チ
ン
グ
ッ
ズ

の
商
品
化
に
向
け
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
の
は
、
今
も
思
い
出
深
い
で
す
。

　

３
年
次
に
は
東
京
の
建
築
ア
ト
リ
エ
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
を
し
て
、「
い

ま
社
会
に
出
る
と
、
後
悔
す
る
か
も
し
れ
な
い
」「
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
」と
、
大

学
院
で
の
学
び
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
親
は
内
心
、
私
が
公
務
員
に

な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
が
、「
好
き
な
こ
と
を
学
べ
ば
良
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
進
学
を
決
意
。
入
学
金
返
還
な
ど
の
奨
学
制
度
は
、
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

大
学
院
で
は
、ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
海
外
コ
ン
ペ
へ
の
応
募

な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
る
予
定
で
す
。
将
来
は
、
周
囲

の
環
境
と
の
一
体
感
が
あ
っ
て
、
人
々
が
気
軽
に
集
う
場
と
な
る
よ
う
な
商
業
施
設

の
設
計
を
手
が
け
る
の
が
夢
で
す
。

全
力
で
取
り
組
む
こ
と
で

道
が
開
け
て
く
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

実
社
会
に
触
れ
、進
学
を
決
意

兼
松
陽
介
さ
ん 

建
築
学
科  

卒
業

名
城
大
学
大
学
院
へ
進
学

神
谷
浩
隆
さ
ん 

交
通
機
械
工
学
科  

卒
業

名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
へ
就
職

理工学部からはばたく卒業生インタビュー

幼 名



地
区
懇
談
会
と
は
？

会
員
へ
の
還
元
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
理
工
学

部
地
区
懇
談
会
。
学
部
の
先
生
方
の
協
力
を
得
て
、
全
国
各
地
で

行
い
ま
す
。毎
年
、各
学
科
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
員
と
後
援
会
事
務

局
が
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た
懇
談
会
と
な
る
よ
う
策
を

練
り
、
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
出
席
さ
れ
る
ご
父
母
が
減
少

傾
向
に
あ
る
地
区
は
、
毎
年
開
催
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
と
も
積
極
的
な
ご
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

参
加
さ
れ
た
ご
父
母
の
皆
さ
ま
の
声

●
子
ど
も
が
３
年
生
に
な
っ
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、「
こ
れ

ま
で
も
参
加
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
！
」と
悔
や
ん
だ
ほ
ど
、
充
実

し
た
時
間
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
大
学
院
へ
の
進
学
な

ど
、
子
ど
も
と
向
き
合
い
、
よ
く
話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
大
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
子
ど
も
は
、
あ
ま
り
親
と
話
し
た

が
ら
な
い
の
で
す
が
、
最
近
の
大
学
の
様
子
を
知
り
た
く
て
参
加

し
ま
し
た
。
先
生
か
ら
の
お
話
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
ご
父
母
の
意

見
も
、
子
ど
も
と
接
す
る
上
で
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

●
個
別
懇
談
の
場
で
、
わ
が
子
の
現
状
や
今
後
に
向
け
て
の
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
先
生
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
け
る
の
が
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。
つ
い
時
間
オ
ー
バ
ー
す
る
く
ら
い
話
し
ま
し
た
。

●
学
校
主
体
で
な
く
後
援
会
の
開
催
と
い
う
の
が
良
い
で
す
ね
。

フ
ラ
ッ
ト
な
雰
囲
気
で
、
何
か
と
質
問
・
相
談
し
や
す
い
で
す
。

●
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
懇
親
会
で
は
先
生
方
と
お
話
し
し

て
、
親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
。

●
子
ど
も
が
１
年
生
の
時
に
も
参
加
し
ま
し
た
が
、４
年
生
の
今
、

卒
業
に
向
け
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
て
再
び
参
加
し

ま
し
た
。
授
業
へ
の
出
席
状
況
や
卒
業
の
見
通
し
等
が
わ
か
り
、

親
と
し
て
安
心
で
き
ま
し
た
。

名
古
屋
会
場
お
よ
び
各
地
方
会
場
を
設
け
、

全
学
年
の
ご
父
母
を
対
象
に
開
催
す
る
地
区
懇
談
会
。

ご
父
母
の
皆
さ
ま
と
理
工
学
部
の
先
生
方
と
が

直
接
会
っ
て
じ
っ
く
り
お
話
し
い
た
だ
け
る
場
で
す
。

ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

先
生
方
に
接
す
る
貴
重
な
機
会

理
工
学
部

地
区
懇
談
会
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❶受付開始 12：30
わが子の所属する学科受付で資料等を受け取って、
いざ懇談会会場へ向かいます。

❹学科別懇談 14：00
学科ごとに用意された別会場に移動。それぞれの科
目概要の紹介のほか、就職スケジュールや就職実績
などについて説明を受けます。

❷理工学部紹介ビデオ上映 13：00
学内の各施設や、各学科の研究内容、先生方や学生
の活躍の様子が紹介されたビデオを参加者全員で鑑
賞します。

❺個別懇談・待合懇談 14：30
別室に案内され個別相談を行います。個別相談の順
番を待つ間、学科別懇談会場では学科全体について
のご父母からの質問に先生が答え、全体共有します。

❸全体懇談 13：40
後援会長のあいさつに続いて学部長から志願者の推
移、施設の充実等の説明がなされ、赤﨑勇終身教授
のノーベル物理学賞受賞報告もありました。

❶受付開始 9：30
❷理工学部紹介ビデオ上映 10：00
❸全体懇談 10：40
❹個別懇談・待合懇談 11：20
❺昼食会 13：00～14：00

各地で開催する地区懇談会も全体の流れと内容は
名古屋地区懇談会と共通で、ご父母の皆さんは理工
学部とわが子の現状について相談できます。
名古屋会場より参加者数が少ない分、ほっこりと和
やかな雰囲気。各会場とも年々、ご夫婦でのご参加
が増えています。

❻懇親パーティー 16：40～17：50
立食パーティーの準備が整えられた部屋へと移動。
和やかな雰囲気の中で、先生とご父母が飲食をとも
にしながら自由に話の花を咲かせます。

名古屋地区懇談会スケジュール（写真は昨年度の様子です）

津・大垣・浜松・松本・福井・岡山・福岡地区懇談会スケジュール　

懇談会への参加お申込方法と
各地区開催会場・日時・地図は
次のページをご覧ください。

個別懇談では、学生一人ひとりの出席表や成績表に基づいてじっくり相談できます。
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地区懇談会会場のご案内
名古屋地区13：00より開催／　津・大垣・浜松・松本・福井・岡山・福岡地区10：00より開催

名古屋会場 10月4日●日13：00

名古屋会場 10月18日●日13：00

名古屋栄東急REIホテル（旧東急イン）
名古屋市中区栄3丁目1-8
Tel.052-251-0109
「栄駅」8番出口より徒歩約8分
「伏見駅」4番出口より徒歩約8分

社会基盤デザイン工学科（建設システム工学科）
環境創造学科・建築学科

数学科・情報工学科・応用化学科

名古屋会場 10月3日●土13：00

ホテル名古屋ガーデンパレス
名古屋市中区錦3丁目11-13
Tel.052-957-1022
「栄駅」1番出口より徒歩約5分
「伏見駅」1番出口より徒歩約8分

電気電子工学科・材料機能工学科
機械工学科（機械システム工学科）
交通機械工学科・メカトロニクス工学科

福井会場 9月26日●土10：00
福井市地域交流プラザ
福井県福井市手寄1丁目4-1
Tel.0776-20-1535

大垣会場 10月17日●土10：00
ロワジールホテル大垣　
岐阜県大垣市宮町1-13
Tel.0584-81-0111

浜松会場 9月27日●日10：00
ホテルクラウンパレス浜松
静岡県浜松市中区板屋町110-17
Tel.053-452-5111

松本会場 10月11日●日10：00
松本東急REIホテル（旧東急イン）
長野県松本市深志1丁目3-21
Tel.0263-36-0109

津会場 10月31日●土10：00
ホテルグリーンパーク津
三重県津市羽所町700
Tel.059-213-2111

岡山会場 10月24日●土10：00
サン・ピーチOKAYAMA
岡山県岡山市北区駅前町2丁目3-31
Tel.086-225-0631

福岡会場 10月24日●土10：00
ホテルクリオコート博多
福岡県福岡市博多区博多駅中央街5-3
Tel.092-472-1111

参加お申込方法
●名城大学理工学部後援会ホームページ／参加申込専用フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。受付は8月初旬から承ります。
●出席はがき／8月初旬に郵送される「案内パンフレット」の申込はがきに必要事項をご記入の上、投函してください。

家庭に活かす
心理学講座
当講座は心理学を中心とした内容をご父母の皆
さんにご提供し、それをご家庭に活かしていただ
き、より一層の教育力向上を目指す目的で開設さ
れました。心理学については初学者にもわかりや
すく、初歩から解説します。心理学等の学問的内
容の理解をし、家庭教育に活用していただくこと
は重要ですが、さらにこの講座を受講したことに
より、ご父母世代の「自分探し」、また子育てが終
わってからのこれから続いていく質の高い人生へ
の参考となっていただけましたら幸いです。

講演会
優秀な講師を全国各地に派遣し、気軽な講演会、
フリーディスカッションなどを通じて家庭教育の重
要性を認識していただき、ご父母の皆さんが身近
な相談役としてご子弟の悩みなどに対応する能力
を身につけていただくことを目的としています。

トイレと心理学
―夢・恥・便所めし―

テーマ

和氣洋美 先生
神奈川大学
名誉教授 
博士／人文科学
専門／感覚知覚心理学

名古屋会場 7月19日●日

日本の家族関係と
社会構造

テーマ

吉田俊和 先生
岐阜聖徳学園大学
教育学部 
教授 
博士／教育心理学
専門／社会心理学

福井会場 7月25日●土

岐阜会場 8月2日●日

名古屋会場 9月12日●土

親子関係の生涯発達
～親子の絆はどのように変化していくのか

テーマ

平石賢二 先生
名古屋大学大学院
教育発達科学研究科 
教授 
博士／教育心理学
専門／生涯発達心理学

浜松会場 8月1日●土

津会場 8月22日●土

名古屋会場 8月23日●日

参加お申込方法
●名城大学理工学部後援会ホームページ／家庭教育支援セミナー「講演会」または「家庭に活かす心理学講
座」の各受講参加申込専用フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。
●出席はがき／本誌に同封されている各個別パンフレット、家庭教育支援セミナー「講演会」または「家庭
に活かす心理学講座」の受講申込はがきに必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。
●各開催会場やアクセスなど、詳しくは後援会ホームページまたは各個別パンフレットをご覧ください。

平成27年7月～平成28年3月
全18回  各回13時～16時15分

●受講期間・回数・時間

●会場
名城大学天白キャンパス
11号館504教室・第一会議室
●定員
50名（1度当講座を受講されたご父母はお申し込みできません）

●受講料
無料（別途教材費がかかる場合があります）

●担当講師
鈴木亮子先生／鈴鹿医療科学大学
保健衛生学部 医療福祉学科  准教授
吉住隆弘先生／中部大学
人文学部 心理学科  准教授
吉田琢哉先生／岐阜聖徳学園大学
教育学部  准教授
早川由美先生／名古屋工業大学
学生相談室カウンセラー
川島一晃先生／皇學館大学
文学部 コミュニケーション学科  助教
信太寿理先生／愛知淑徳大学
非常勤講師

●講演
13時～14時20分
●質疑応答・フリーディスカッション
14時30分～15時10分
●受講料
無料
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林 

友
美
　
契
約
職
員

後
援
会
事
務
局
に
は
、
学
生
さ
ん
や
先
生
方
ほ
か
、

様
々
な
方
が
訪
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
仕
事
に
励
む
日
々
で
す
。
２

年
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ど
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か
ら
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と
し
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書
道
に
取
り
組
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で
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。
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一
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せ
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と
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も
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切
な
リ
フ
レ
ッ
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の
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間
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す
。

【
主
な
担
当
】　

●
事
務
全
般
（
事
務
補
助
業
務
）

吉
本 

直
美
　
会
計
幹
事（
事
務
局
次
長
）

後
援
会
業
務
以
外
に
も
研
究
者
と
し
て
の
一
面
も
持
っ

て
い
ま
す
。
人
間
科
学
博
士
も
取
得
し
、
年
に
数
回

の
学
会
発
表
も
こ
な
し
、
さ
ら
に
多
く
の
研
究
会
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
己
研
鑽
に
忙
し
い
な
が
ら

も
、
趣
味
の
時
間
も
大
切
に
し
、
海
外
で
語
学
の
研

修
を
す
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
健
康
面
の
配
慮
か
ら
、ジ
ム
に
通
い
、し
っ
か
り

体
力
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

【
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●
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会
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お
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務
全
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●
地
区
懇
談
会
・

育
英
給
費
生
制
度
・
後
援
会
寄
贈
図
書
・
学
生
奨
励
表
彰
制
度
・
名
簿

管
理
な
ど

堀 

一
貴
　
事
務
局
長

人
と
話
す
こ
と
、
人
と
関
わ
る
こ
と
が
大
好
き
な
、
明

る
い
性
格
で
す
。
笑
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
落
語
や

漫
才
な
ど
を
聴
い
て
、
皆
さ
ん
に
笑
っ
て
も
ら
え
る
話

術
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
に
つ
い
て
は
、
名
城

大
学
で
は
お
そ
ら
く
一
番
詳
し
い
と
の
自
負
も
あ
り
ま

す
。
a
i
k
o
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ
の
時
に
派
手

に
踊
っ
て
い
る
姿
は
普
段
か
ら
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
熱
心
な
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
フ
ァ
ン
で
も
あ
り
、

後
輩
の
山
内
壮
馬
く
ん
を
特
に
応
援
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
担
当
】　

●
後
援
会
事
務
全
般　

●
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
理

工
学
部
紹
介
ビ
デ
オ
な
ど
の
広
報
関
係　

●
家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
・
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

こんにちは。名城大学理工学部後援会事務局です。
後援会事務局は常勤職員3名が常駐しています。事務局は11号館2階（11-221室）にあります。後援会に対して、ご意見など
ありましたら、事務局までお気軽にご連絡ください。また、ご子弟の学生生活等について、不安などありましたらご相談に応じます。
家計が急変された方もご遠慮なくご相談ください。なお、ご相談内容については秘密厳守いたしますので、ご安心ください。

Tel&Fax052-831-9214  jimukyoku@meijo-rikokoen.jp

私たちがサポートします。

定期総会の開催
平成27年4月1日（水）の入学式後、天白キャンパス11号館504教室において、名城大学理工学
部後援会定期総会が開催されました。議案はすべて承認され、平成27年度会長には松原成生氏
（環境創造学科4年父母）が選出されました。

理工学部後援会ホームページの制作
後援会活動や大学についての最新の情報を迅速にご父母の皆さんに提供するため、ホームページ
を制作しております。一度ご覧ください。また、地区懇談会や家庭教育支援セミナーの申込もホー
ムページから行うことができますので、ぜひご利用ください。

http://www.meijo-rikokoen.jp
会報誌「Scope」の発行
後援会活動の紹介、キャンパス、ご子弟の様子、父母の声などを掲載しています。

難関資格取得者に記念品を贈呈
学生が取得した資格の中で、難関資格を取得した学生に対し記念品を贈呈します。

就職活動の支援
理工学部子弟のための就職開拓活動経費の補助をします。

学生用図書の援助
学生の勉強の参考となる雑誌や図書の購入を援助しています。それらの書籍や雑誌は、気軽に手に
取れるような場所（学科事務室や各研究室など）で管理していますので、積極的に利用してください。

後援会旗を制作
理工学部子弟が出場する部活やサークルなどの大会会場で、応援旗として活用します。

卒業記念品贈呈・卒業パーティー援助
会員子弟の卒業生全員に対し記念品を贈呈しています。

理工学部紹介ビデオを制作
「名城大学理工学部の紹介」ビデオを制作し、毎年開催される地区懇談会やその他のイベントなど
で上映しています。これにより、ご子弟の大学生活や研究などについて深く知ることができます。

事務局に寄せられるよくあるお問い合わせ☞ ● 大学に通学しているかどうかわからない
● 今の状態で、就職できるのだろうか？
● 子どもの成績が芳しくない
● 最近、子どもがあまり話さなくなって心配
● 家計が急変し、経済的事情で就学が難しくなった

ホームページとメールアドレスが
新しくなりました！


